
６．教育

６－１.学生状況

1.入学者数及び出身地

県内 県外 県内 県外

2021年度 318 296 22 272 45

2022年度 324 304 20 271 53

2023年度 340 299 41 235 105

2.在学者数 2023年度5月末までの状況

学生総数 男子 女子 退学数 退学率 男子 女子 休学数 男子 女子

341 69 272 2 0.6% 1 1 0 0 0

学生総数 男子 女子 退学数 退学率 男子 女子 休学数 男子 女子

299 50 249 1 0.3% 0 1 0 0 0

学生総数 男子 女子 退学数 退学率 男子 女子 休学数 男子 女子

67 10 57 0 0.0% 0 0 0 0 0

学生総数 男子 女子 退学数 退学率 男子 女子 休学数 男子 女子

707 129 578 3 0.4% 1 2 0 0 0

入学年度
出身地

途中休学

入学者数

途中休学年初在籍

2年生

年初在籍 退学

1年生

出身校

退学

3年生

年初在籍 退学 途中休学

途中休学退学

合計

年初在籍



令和4年度4月以降入学者

前期 後期 前期 後期

時間 時間 単位 時間 時間 単位

28 14 2 42

28 28 3 56

14 14 1 28

28 1 28

14 14 1 28

28 42 4 70

56 70 6 56 70 6 252

84 5 84

78 5 78

28 1 28

28 28 3 56

28 1 28

56 56 5 84 78 10 274

240 252 16 492

240 264 16 504

150 5 150

240 252 16 240 414 21 1146

352 378 27 380 562 37 1672

28 1 28

17 1 17

20 1 20

14 14 1 28

14 13 1 14 14 1 55

56 44 4 34 14 2 148

408 422 414 576

文化・教養専門課程 動物管理科 昼間 トリマーコース

専門教養計

トリマー概論

エクスペリエンス行動学

（
1
単
位
＝

1
5
～

3
0
時
間
換
算

）

専
門
教
養

犬学Ⅰ

ネコ学

ペット健康管理学

１年(2022年） ２年（2023年）

時間数
分野 授業科目名

トリマーコース

犬学Ⅱ

専門実習計

専門合計（Ａ）

ＰＥＩＡブロンズ演習

ＰＥＩＡシルバー演習

専門演習計

（
1
単
位
＝

3
0

～

4
5
時
間
換

算

）

専
門
実
習

グルーミング実習

業界インターンシップ

グルーミング実習２

ペット飼育管理学

ペットサロン概論

（
1
単
位
＝

1
5
～

３
０
時
間
換
算

）

専
門
演
習

しつけ行動学

教育課程および授業時間数

1820

ﾋﾞｼﾞﾈｽ教養合計（Ｂ）

（
1
単
位
＝

1
5
～

3
0
時
間
換

算

）

ビ
ジ
ネ
ス
教
養

パソコン

ビジネストレーニング（14ｈ+1年次8月就職セミナー3h）

就職ガイド2（14ｈ＋1年次9月合同企業ガイダンス6h)

自己理解＆就職ガイド

合計単位数 70

830 990総合計（Ａ＋Ｂ）
31 39

コミュニケーション



令和4年度4月以降入学者

前期 後期 前期 後期

時間 時間 単位 時間 時間 単位

13 15 1 28

13 14 1 27

13 15 1 28

13 30 2 43

26 42 4 68

13 14 1 27

39 60 4 52 70 6 221

42 84 8 126

246 258 33 504

42 84 8 246 258 33 630

84 78 5 162

84 84 5 168

78 84 5 162

84 84 5 168

42 1 42

150 5 150

288 246 16 84 234 10 852

369 390 28 382 562 49 1703

26 1 26

18 1 18

19 1 19

13 15 1 28

14 14 1 13 14 1 55

53 47 4 32 14 2 146

422 437 414 576

（
1
単
位
＝

1
5
～

３
０
時

間
換
算

）

専
門
演
習

専門教養計

ドッグプレイニング

選択演習（インストラクター専攻・訓練専攻）

文化・教養専門課程 動物管理科 昼間 ドッグトレーナーコース

分野 授業科目名

ドッグトレーナーコース

（
1
単
位
＝

1
5
～

3
0
時
間
換
算

）

専
門
教
養

犬学

１年(2022年） ２年（2023年）

時間数

ペット健康管理学

ペットフード＆業界概論

愛玩動物飼養管理論

（
1
単
位
＝

1
5
～

3
0
時
間
換

算

）

ビ
ジ
ネ
ス
教
養

パソコン

ビジネストレーニング（15h+1年次8月就職セミナー3h）

自己理解＆就職ガイド

コミュニケーション

（
1
単
位
＝

3
0
～

4
5
時
間
換
算

）

専
門
実
習

グルーミング実習

業界インターンシップ

専門実習計

専門合計（Ａ）

PDマネジメント

ドッグトレーニング

教育課程および授業時間数

訓練実習

ケネル実習

1849総合計（Ａ＋Ｂ）
32 51

ﾋﾞｼﾞﾈｽ教養合計（Ｂ）

合計単位数 83

859 990

ドッグブリーディング

イヌの行動学

就職ガイド2（13ｈ+1年次9月合同企業ガイダンス6h)

専門演習計



令和4年度4月以降入学者

前期 後期 前期 後期

時間 時間 単位 時間 時間 単位

13 14 1 27

13 14 1 27

26 13 2 39

28 26 3 54

28 26 3 54

26 1 26

13 14 1 27

13 14 1 27

108 93 10 52 28 3 281

野生動物ゼミ

水生生物ゼミ

ペットショップゼミ

テーマパーク演習＆ペットパティシエ 78 78 10 156

ＰＳＧ小動物飼養販売管理士 42 2 42

ペット栄養管理士 45 3 45

小動物演習 84 84 11 168

小動物演習2 42 45 5 87

猫演習 42 2 42

84 126 13 162 210 22 582

84 84 5 168

78 90 5 168

78 90 5 168

84 2 84

84 2 84

150 5 150

162 174 10 162 324 14 822

354 393 33 376 562 39 1685

26 1 26

17 1 17

19 1 19

14 13 1 27

14 14 1 13 14 1 55

54 44 4 32 14 2 144

408 437 408 576
1829845 984

合計単位数 78

4242 2

動物管理実習

動物管理実習2

（
1
単
位
＝

1
5
～

3
0
時
間
換

算

）

ビ
ジ
ネ
ス
教
養 自己理解＆就職ガイド

コミュニケーション

専
門
科
目

（
1
単
位
＝

1
5
～

３
０
時
間
換
算

）

専
門
演
習

専門演習計

PDケア＆トレーニング

グルーミング実習

（
1
単
位
＝

3
0
～

4
5
時
間
換
算

）

専
門
実
習

選択実習(グルーミングor乗馬トレーニング)

業界インターンシップ

専門実習計

専門合計（Ａ）

ﾋﾞｼﾞﾈｽ教養合計（Ｂ）

総合計（Ａ＋Ｂ）
37 41

パソコン

ビジネストレーニング（14h+1年次8月就職セミナー3h）

就職ガイド2（13ｈ＋1年次9月合同企業ガイダンス6h)

（
1
単
位
＝

1
5
～

3
0
時
間
換
算

）

専
門
教
養

犬学

選
択
ゼ
ミ

ネコ学

愛玩動物飼養管理論

野生動物学

水生生物学

ペットフード概論

ペット業界論

ペット健康管理学

教育課程および授業時間数
文化・教養専門課程 動物管理科 昼間 動物飼育コース

分野

動物飼育コース

授業科目名
１年(2022年） ２年（2023年）

時間数



令和4年度4月以降入学者

前期 後期 前期 後期

時間 時間 単位 時間 時間 単位

14 13 1 27

26 39 4 65

28 13 2 41

14 13 1 27

28 1 28

28 26 3 54

26 1 26

14 14 1 28

28 26 3 54

14 15 1 29

110 92 10 84 93 8 379

0

0

0 0 0 0 0 0 0

78 90 5 168

84 84 5 168

162 174 11 336

84 84 5 56 60 3 284

78 84 5 162

39 1 39

150 5 150

285 258 16 296 468 24 1307

395 350 26 380 561 32 1686

28 1 28

17 1 17

20 1 20

14 14 1 28

14 14 1 14 15 1 57

28 73 4 34 15 2 150

423 423 414 576

文化・教養専門課程 動物管理科 昼間 キャットプロコース

ネコ学

ネコ学2

２年（2023年）

時間数

犬学

分野 授業科目名

キャットプロコース

１年(2022年）

キャットショー研究

（
1
単
位
＝

1
5
～

３
０
時
間
換
算

）

専
門
演
習

ネコの行動学

（
1
単
位
＝

1
5
～

3
0
時
間
換
算

）

専
門
教
養

栄養学

専門教養計

ネコの繁殖学

基礎看護学

愛玩動物飼養管理論

ペット健康管理学

コミュニケーション

グルーミング実習2

専門演習計

（
1
単
位
＝

3
0
～

4
5
時
間
換
算

）

専
門
実
習

動物管理実習

グルーミング実習

業界インターンシップ

キャットグルーミング2

キャットグルーミング

ドッグトレーニング

専門実習計

教育課程および授業時間数

合計単位数 64

1836
30 34

846 990

専門合計（Ａ）

総合計（Ａ＋Ｂ）

ﾋﾞｼﾞﾈｽ教養合計（Ｂ）

（
1
単
位
＝

1
5
～

3
0
時
間
換

算

）

ビ
ジ
ネ
ス
教
養

パソコン

ビジネストレーニング（14h+1年次8月就職セミナー3h）

就職ガイド2（14ｈ＋1年次9月合同企業ガイダンス6h)

自己理解＆就職ガイド



令和4年度4月以降入学者

前期 後期 前期 後期

時間 時間 単位 時間 時間 単位

40 43 5 83

40 29 4 69

28 1 28

14 15 1 29

14 14 1 28

14 14 1 28

14 14 1 28

110 85 9 54 44 5 293
（
1
単
位
＝

1
5
～

３
０
時
間

換
算

）

専
門
演
習

26 30 3 56

0 0 0 26 30 3 56

80 86 5 166

54 28 2 82

42 39 2 81

216 172 12 388

160 168 10 328

56 98 5 154

150 5 150

296 258 17 312 483 24 1349

406 343 26 392 557 32 1698

26 1 26

16 1 16

20 1 20

14 13 1 27

56 3 56

14 13 1 14 15 1 56

28 124 7 34 15 2 201

434 467 426 572

（
1
単
位
＝

1
5
～

3
0
時
間
換
算

）

専
門
教
養

馬の獣医学

ホースイングリッシュ

ホーステーピング

分野 授業科目名

ホースプロコース
文化・教養専門課程 動物管理科 昼間 ホースプロコース

１年(2022年） ２年（2023年）

時間数

騎乗理論

騎乗理論2

馬学

乗馬クラブ実務

指導者理論

998
33

専門実習計

専門合計（Ａ）

専門教養計

専門演習計

（
1
単
位
＝

3
0
～

4
5
時
間
換
算

）

専
門
実
習

動物管理実習

動物管理実習2

グルーミング実習

指導者トレーニング

業界インターンシップ

ホースタイム

教育課程および授業時間数

34

騎乗トレーニング

騎乗トレーニング2

1899総合計（Ａ＋Ｂ）

ﾋﾞｼﾞﾈｽ教養合計（Ｂ）

（
1
単
位
＝

1
5
～

3
0
時
間
換
算

）

ビ
ジ
ネ
ス
教
養

パソコン

ビジネストレーニング（13h+1年次8月就職セミナー3h）

自己理解&就職ガイド

コミュニケーション

合計単位数

就職ガイド2（14ｈ＋1年次9月合同企業ガイダンス6h)

67

901



令和4年度4月以降入学者

前期 後期 前期 後期

時間 時間 単位 時間 時間 単位

花色彩学 28 28 3 56

ブライダルフラワー学 28 1 28

フラワー商品知識（最終週2h実施） 28 30 3 58

専門教養計 28 56 4 28 30 3 142

フラワー管理 15 1 15

フラワーショップビジネス 112 108 14 220

フラワーショップビジネス2 56 60 7 116

植物造形理論 162 10 162

フラワー装飾技能士対策 42 2 42

専門演習計 127 108 15 98 222 19 555

JIFD実習 78 90 5 168

JIFD実習2 78 84 5 162

フラワークラフト 42 1 42

アーティフィシャルフラワー 42 1 42

フューネラル専科 45 1 45

ブライダル専科 78 2 78

フローリスト実践 45 1 45

ハーブ&ローズ(内３日、JFMA外部講習） 84 2 84

ガーデン栽培実習 78 84 5 162

業界インターンシップ 150 5 150

専門実習計 198 216 12 240 324 16 978

専門合計（Ａ） 353 380 31 366 576 38 1675

パソコン 42 2 42

ビジネストレーニング（14h+1年次8月就職セミナー3h） 17 1 17

就職ガイド2（14ｈ＋1年次企業ガイダンス3h) 17 1 17

自己理解＆就職ガイド 14 13 1 27

コミュニケーション 14 13 1 14 15 1 56

ﾋﾞｼﾞﾈｽ教養合計（Ｂ） 70 43 5 31 15 2 159

423 423 397 591

授業科目名

フラワーデザインコース

時間数
１年(2022年） ２年（2023年）

教育課程および授業時間数

1834

（
1
単
位
＝

1
5
時
間
換
算

）

専
門
教
養

（
1
単
位
＝

1
5
時
間
換
算

）

専
門
演
習

（
1
単
位
＝
3
0
時
間
換
算

）

専
門
実
習

（
1
単
位
＝
1
5
時
間
換
算

）

ビ
ジ
ネ
ス
教
養

846 988

合計単位数 76

総合計（Ａ＋Ｂ）

36 40

文化・教養専門課程 植物管理科 昼間 フラワーデザインコース

分野



令和4年度4月以降入学者

前期 後期 前期 後期

時間 時間 単位 時間 時間 単位

犬学 26 30 3 56

ペットサロン概論 26 30 3 56

専門教養計 26 30 3 26 30 3 112

専
門

演
習

ＰＥＩＡブロンズ＆シルバー演習 42 42 5 84

専門演習計 0 0 0 42 42 5 84

グルーミング実習 206 206 13 412

グルーミング実習2 164 168 11 332

専門実習計 206 206 13 164 168 11 744

専門合計（Ａ） 232 236 16 232 240 19 940

就職ガイド 13 0 13

コミュニケーション 14 14 1 15 1 43

ビジネス教養合計（Ｂ） 14 14 1 13 15 1 56

246 250 245 255

996

37

専
門
実
習

ビ
ジ
ネ
ス
教

養

専
門
教
養

合計単位数

総合計（Ａ＋Ｂ） 496 500

17 20

教育課程および授業時間数

文化・教養専門課程 動物管理科 夜間 トリマーコース

トリマーコース

分野 授業科目名
１年（2022年） ２年（2023年）

時間数



令和5年度4月以降入学者

前期 後期 前期 後期

時間 時間 単位 時間 時間 単位

28 14 2 42

28 26 3 54

14 14 1 28

28 1 28

14 14 1 28

28 42 4 70

56 68 6 56 70 6 250

72 4 72

72 4 72

26 1 26

28 26 3 54

28 1 28

56 52 5 72 72 8 252

240 264 16 504

240 252 16 492

150 5 150

240 264 16 240 402 21 1146

352 384 27 368 544 35 1648

28 1 28

17 1 17

20 1 20

14 14 1 28

14 15 1 14 14 1 57

56 46 4 34 14 2 150

408 430 402 558

教育課程および授業時間数

1798

ﾋﾞｼﾞﾈｽ教養合計（Ｂ）

（
1
単
位
＝

1
5
～

3
0
時
間
換

算

）

ビ
ジ
ネ
ス
教
養

パソコン

ビジネストレーニング（14ｈ+1年次8月就職セミナー3h）

就職ガイド2（14ｈ＋1年次9月合同企業ガイダンス6h)

自己理解＆就職ガイド

合計単位数 68

838 960総合計（Ａ＋Ｂ）
31 37

コミュニケーション

専門実習計

専門合計（Ａ）

ＰＥＩＡブロンズ演習

ＰＥＩＡシルバー演習

専門演習計

（
1
単
位
＝

3
0

～

4
5
時
間
換

算

）

専
門
実
習

グルーミング実習

業界インターンシップ

グルーミング実習２

ペット飼育管理学

ペットサロン概論

（
1
単
位
＝

1
5
～

３
０
時
間
換
算

）

専
門
演
習

しつけ行動学

文化・教養専門課程 動物管理科 昼間 トリマーコース

専門教養計

トリマー概論

エクスペリエンス行動学

（
1
単
位
＝

1
5
～

3
0
時
間
換
算

）

専
門
教
養

犬学Ⅰ

ネコ学

ペット健康管理学

１年(2023年） ２年（2024年）

時間数
分野 授業科目名

トリマーコース

犬学Ⅱ



令和5年度4月以降入学者

前期 後期 前期 後期

時間 時間 単位 時間 時間 単位

13 15 1 28

15 15 2 30

13 15 1 28

13 30 2 43

30 30 4 60

15 15 2 30

39 60 4 60 60 8 219

42 78 8 120

270 270 36 540

42 78 8 270 270 36 660

84 90 5 174

84 84 5 168

78 84 5 162

90 90 6 180

42 1 42

150 5 150

288 258 16 90 240 11 876

369 396 28 420 570 55 1755

26 1 26

18 1 18

21 1 21

13 15 1 28

14 14 1 15 15 2 58

53 47 4 36 15 3 151

422 443 456 585

教育課程および授業時間数

訓練実習

ケネル実習

1906総合計（Ａ＋Ｂ）
32 58

ﾋﾞｼﾞﾈｽ教養合計（Ｂ）

合計単位数 90

865 1041

ドッグブリーディング

イヌの行動学

就職ガイド2（14ｈ+1年次9月合同企業ガイダンス6h)

専門演習計

（
1
単
位
＝

3
0
～

4
5
時
間
換
算

）

専
門
実
習

グルーミング実習

業界インターンシップ

専門実習計

専門合計（Ａ）

PDマネジメント

ドッグトレーニング

（
1
単
位
＝

1
5
～

3
0
時
間
換

算

）

ビ
ジ
ネ
ス
教
養

パソコン

ビジネストレーニング（15h+1年次8月就職セミナー3h）

自己理解＆就職ガイド

コミュニケーション

（
1
単
位
＝

1
5
～

３
０
時

間
換
算

）

専
門
演
習

専門教養計

ドッグプレイニング

選択演習（インストラクター専攻・訓練専攻）

文化・教養専門課程 動物管理科 昼間 ドッグトレーナーコース

分野 授業科目名

ドッグトレーナーコース

（
1
単
位
＝

1
5
～

3
0
時
間
換
算

）

専
門
教
養

犬学

１年(2023年） ２年（2024年）

時間数

ペット健康管理学

ペットフード＆業界概論

愛玩動物飼養管理論



令和5年度4月以降入学者

前期 後期 前期 後期

時間 時間 単位 時間 時間 単位

13 14 1 27

13 14 1 27

26 15 2 41

28 30 3 58

28 30 3 58

26 1 26

13 14 1 27

13 14 1 27

108 103 10 52 28 3 291

野生動物ゼミ

水生生物ゼミ

小動物ゼミ　

テーマパーク演習＆ペットパティシエ 84 84 11 168

ペット栄養管理士 45 3 45

動物演習 84 78 10 162

動物演習2 70 45 7 115

猫演習 42 2 42

84 120 12 154 216 23 574

84 84 5 168

78 90 5 168

78 90 5 168

84 2 84

84 2 84

0 100 3 100

162 174 10 162 274 12 772

354 397 32 368 518 38 1637

26 1 26

17 1 17

19 1 19

14 13 1 27

14 14 1 13 14 1 55

54 44 4 32 14 2 144

408 441 400 532

教育課程および授業時間数
文化・教養専門課程 動物管理科 昼間 動物飼育コース

分野 授業科目名

動物飼育コース

１年(2023年） ２年（2024年）

時間数

（
1
単
位
＝

1
5
～

3
0
時
間
換
算

）

専
門
教
養

犬学

ネコ学

愛玩動物飼養管理論

野生動物学

水生生物学

ペットフード＆用品概論

ペット健康管理学

ペット業界論

専門演習計

（
1
単
位
＝

1
5
～

３
０
時
間
換
算

）

専
門
演
習

選
択
ゼ
ミ

42 2 42

専
門
科
目

（
1
単
位
＝

3
0
～

4
5
時
間
換
算

）

専
門
実
習

動物管理実習

動物管理実習2

PDケア＆トレーニング

グルーミング実習

選択実習(グルーミングor乗馬トレーニング)

業界インターンシップ

専門実習計

専門合計（Ａ）

（
1
単
位
＝

1
5
～

3
0
時
間
換

算

）

ビ
ジ
ネ
ス
教
養

パソコン

ビジネストレーニング（14h+1年次8月就職セミナー3h）

就職ガイド2（13ｈ＋1年次9月合同企業ガイダンス6h)

自己理解＆就職ガイド

コミュニケーション

ﾋﾞｼﾞﾈｽ教養合計（Ｂ）

総合計（Ａ＋Ｂ）
36 40

1781849 932
合計単位数 76



令和5年度4月以降入学者

前期 後期 前期 後期

時間 時間 単位 時間 時間 単位

13 15 1 28

28 35 4 63

28 14 2 42

14 14 1 28

26 1 26

28 28 3 56

28 1 28

13 14 1 27

26 30 3 56

14 15 1 29

106 94 10 84 99 8 383

0

0

0 0 0 0 0 0 0

84 84 5 168

84 78 5 162

168 174 11 342

78 90 5 56 60 3 284

78 84 5 162

42 1 42

150 5 150

288 252 16 302 468 24 1310

394 346 26 386 567 32 1693

28 1 28

17 1 17

20 1 20

13 14 1 27

14 14 1 14 15 1 57

27 73 4 34 15 2 149

421 419 420 582

教育課程および授業時間数

合計単位数 64

1842
30 34

840 1002

専門合計（Ａ）

総合計（Ａ＋Ｂ）

ﾋﾞｼﾞﾈｽ教養合計（Ｂ）

（
1
単
位
＝

1
5
～

3
0
時
間
換

算

）

ビ
ジ
ネ
ス
教
養

パソコン

ビジネストレーニング（14h+1年次8月就職セミナー3h）

就職ガイド2（14ｈ＋1年次9月合同企業ガイダンス6h)

自己理解＆就職ガイド

コミュニケーション

グルーミング実習2

専門演習計

（
1
単
位
＝

3
0
～

4
5
時
間
換
算

）

専
門
実
習

動物管理実習

グルーミング実習

業界インターンシップ

キャットグルーミング2

キャットグルーミング

ドッグトレーニング

専門実習計

キャットショー研究

（
1
単
位
＝

1
5
～

３
０
時
間
換
算

）

専
門
演
習

ネコの行動学

（
1
単
位
＝

1
5
～

3
0
時
間
換
算

）

専
門
教
養

栄養学

専門教養計

ネコの繁殖学

基礎看護学

愛玩動物飼養管理論

ペット健康管理学

文化・教養専門課程 動物管理科 昼間 キャットプロコース

ネコ学

ネコ学2

２年（2024年）

時間数

犬学

分野 授業科目名

キャットプロコース

１年(2023年）



令和5年度4月以降入学者

前期 後期 前期 後期

時間 時間 単位 時間 時間 単位

40 43 5 83

41 29 4 70

14 15 1 29

14 13 1 27

14 13 1 27

14 13 1 27

82 82 8 55 44 5 263
（
1
単
位
＝

1
5
～

３
０
時
間

換
算

）

専
門
演
習

28 30 3 58

0 0 0 28 30 3 58

80 86 5 166

54 28 2 82

42 42 2 84

216 168 12 384

164 172 11 336

56 98 5 154

150 5 150

296 254 17 316 490 25 1356

378 336 25 399 564 33 1677

30 2 30

17 1 17

20 1 20

14 15 1 29

56 3 56

14 15 1 14 15 1 58

45 116 8 34 15 2 210

423 452 433 579

教育課程および授業時間数

35

騎乗トレーニング

騎乗トレーニング2

1887総合計（Ａ＋Ｂ）

ﾋﾞｼﾞﾈｽ教養合計（Ｂ）

（
1
単
位
＝

1
5
～

3
0
時
間
換
算

）

ビ
ジ
ネ
ス
教
養

パソコン

ビジネストレーニング（14h+1年次8月就職セミナー3h）

自己理解&就職ガイド

コミュニケーション

合計単位数

就職ガイド2（14ｈ＋1年次9月合同企業ガイダンス6h)

68

875 1012
33

専門実習計

専門合計（Ａ）

専門教養計

（
1
単
位
＝

3
0
～

4
5
時
間
換
算

）

専
門
実
習

動物管理実習

動物管理実習2

グルーミング実習

指導者トレーニング

業界インターンシップ

ホースタイム

騎乗理論

騎乗理論2

乗馬クラブ実務

指導者理論

専門演習計

（
1
単
位
＝

1
5
～

3
0
時
間
換
算

）

専
門
教
養 馬の獣医学

ホースイングリッシュ

ホーステーピング

ホースプロコース
文化・教養専門課程 動物管理科 昼間 ホースプロコース

１年(2023年） ２年（2024年）

時間数
分野 授業科目名



令和5年度4月以降入学者

前期 後期 前期 後期

時間 時間 単位 時間 時間 単位

花色彩学 28 26 3 54

ブライダルフラワー学 30 2 30

フラワー商品知識 28 1 28

専門教養計 28 56 5 28 0 1 112

フラワー管理 14 0 14

フラワーショップビジネス 112 116 15 228

フラワーショップビジネス2 56 52 7 108

植物造形理論 168 11 168

いけばな 42 2 42

フラワー装飾技能士対策（3級） 42 2 42

専門演習計 168 116 17 98 220 20 602

JIFD実習 78 90 5 168

JIFD実習2 78 84 5 162

フラワークラフト 42 1 42

アーティフィシャルフラワー 39 1 39

フューネラル専科 42 1 42

ブライダル専科 84 2 84

フローリスト実践 42 1 42

ガーデン栽培実習2 84 2 84

ガーデン栽培実習 78 84 5 162

業界インターンシップ 150 5 150

専門実習計 198 213 12 246 318 16 975

専門合計（Ａ） 394 385 34 372 538 37 1689

パソコン 28 1 28

ビジネストレーニング（13h+1年次8月就職セミナー3h） 16 1 16

就職ガイド2（14ｈ＋1年次企業ガイダンス3h) 17 1 17

自己理解＆就職ガイド 14 14 1 28

コミュニケーション 14 14 1 14 14 1 56

ﾋﾞｼﾞﾈｽ教養合計（Ｂ） 28 44 3 31 42 3 145

422 429 403 580

教育課程および授業時間数
文化・教養専門課程 植物管理科 昼間 フラワーデザインコース

（
1
単
位
＝

1
5
時
間
換
算

）

専
門
教
養

（
1
単
位
＝

1
5
時
間
換
算

）

専
門
演
習

（
1
単
位
＝
3
0
時
間
換
算

）

専
門
実
習

（
1
単
位
＝

1
5
時
間
換
算

）

ビ
ジ
ネ
ス
教
養

分野 授業科目名

フラワーデザインコース

時間数
１年(2023年） ２年（2024年）

総合計（Ａ＋Ｂ）

37 40

1834
851 983

合計単位数 77



令和5年度4月以降入学者

時間 時間 単位 時間 時間 単位

犬学 26 30 3 56

ペットサロン概論 26 30 3 56

専門教養計 26 30 3 26 30 3 112

専
門

演
習

ＰＥＩＡブロンズ＆シルバー演習 39 42 5 81

専門演習計 0 0 0 39 42 5 81

グルーミング実習 206 210 13 416

グルーミング実習2 164 168 11 332

専門実習計 206 210 13 164 168 11 748

専門合計（Ａ） 232 240 16 229 240 19 941

自己理解&就職ガイド 13 15 1 28

就職ガイド2 13 0 13

コミュニケーション 14 14 1 15 1 43

ビジネス教養合計（Ｂ） 27 29 2 13 15 1 84

259 269 242 255

教育課程および授業時間数

文化・教養専門課程 動物管理科 夜間 トリマーコース

トリマーコース

分野 授業科目名 時間数１年(2023年） ２年（2024年）

1025

38

専
門
実
習

ビ
ジ
ネ
ス
教
養

専
門
教
養

合計単位数

総合計（Ａ＋Ｂ） 528 497

18 20



令和3年4月以降入学者

前期 後期 前期 後期 前期 後期
時間 時間 単位 時間 時間 単位 単位 単位 単位

動物形態機能学 14 31 3 15 15 2 29 16 3 120

動物繁殖学 15 15 2 30

動物病理学 15 15 2 30

動物薬理学 15 15 2 15 15 2 60

動物感染症学 14 16 2 15 15 2 15 15 2 60

動物看護学概論 15 1 15

看護実践学 15 1 15

動物入院管理 15 15 2 30

動物医療関連法規 15 15 2 30

公衆衛生学 15 15 2 15 15 2 60

人間動物関係学 15 15 2 30

動物福祉・倫理 15 15 2 30

動物行動学 14 16 2 30

犬学 15 1 15

猫学 15 1 15

小動物学 15 15 2 30

産業動物学 15 1 21 9 2 45

実験動物学 15 1 15

野生動物学 15 15 2 30

愛玩動物飼養管理論 24 15 2 39

専門教養計 126 138 17 120 135 17 140 100 16 759

内科動物看護学 15 15 2 30

動物疾病看護学 15 15 2 29 31 4 90

動物臨床看護学総論 15 15 2 30

動物臨床看護学各論 15 15 2 15 15 2 60

救急救命対応 15 1 15

動物看護学 15 1 15

幼齢老齢動物管理 15 15 2 30

動物臨床栄養学 15 15 2 15 15 2 60

動物臨床検査学 30 30 4 60

動物医療コミュニケーション 30 2 30 2 60

シニア犬ケア 48 52 6 100

専門演習計 45 45 6 105 75 12 137 143 12 450

動物形態機能学実習 39 45 2 84

グルーミング実習 78 84 5 72 78 5 312

ドッグトレーニング実習 39 42 2 81

動物内科看護実習（+後期VAC実習9ｈ） 42 51 3 93

動物臨床検査学実習 78 84 5 162

動物臨床看護実習Ⅲ 75 84 5 159

総合臨床実習 180 6 180

専門実習計 198 222 12 150 162 10 75 264 11 1071

専門合計（Ａ） 369 405 35 375 372 39 352 507 39 2280

コミュニケーション 14 14 1 13 15 1 14 14 1 84

自己理解&就職ガイドⅠ（ｾﾐﾅｰ1年後3） 12 3 1 15

就職ガイドⅡ 15 1 15 1 30

パソコン&ビジネストレーニング 26 26 3 52

総合学習解説 18 14 2 32

基礎学習 14 14 1 28

ﾋﾞｼﾞﾈｽ教養合計（Ｂ） 40 31 3 39 56 5 47 28 4 241

409 436 414 428 399 535

（
1
単
位
＝
1
5
時
間
換
算

）

専
門
演
習

（
1
単
位
＝
3
0
～

4
5
時
間
換
算

）

専
門
実
習

分野 授業科目名

動物看護

時間数
（科目別）

単位数
１年(2021年） ２年（2022年） ３年（2023年）

（
1
単
位
＝
1
5
時
間
換
算

）

専
門
教
養

（
1
単
位
＝
1
5

時
間
換
算

）

ビ
ジ
ネ
ス
教
養

総合計（Ａ＋Ｂ）
38 44 43 2521

845 842 934

合計単位数 125

教育課程および授業時間数

文化・教養専門課程 動物看護科 昼間 動物看護コース



令和4年4月以降入学者

前期 後期 前期 後期 前期 後期
時間 時間 単位 時間 時間 単位 時間 時間 単位

生命倫理・動物福祉 14 16 2 30

動物形態機能学 29 16 3 30 15 3 15 15 2 120

動物繁殖学 15 15 2 30

動物行動学 15 15 2 30

動物栄養学 15 15 2 15 15 2 60

産業動物学 15 1 15 1 30

実験動物学 15 1 15

野生動物学 14 16 2 30

動物医療関連法規 15 15 2 30

動物看護学概論 15 1 15

看護実践学 15 1 15

動物病理学 15 15 2 30

動物薬理学 15 15 2 15 15 2 60

動物感染症学 15 15 2 15 15 2 15 15 2 90

公衆衛生学 15 15 2 15 15 2 60

動物内科看護学 15 15 2 30

動物臨床検査学 30 30 4 60

動物入院管理 15 15 2 30

救急救命対応 15 15

外科動物看護学 15 15

動物臨床看護学総論 15 15 2 30

動物臨床看護学各論 14 16 2 30

動物疾病看護学 15 15 2 30 30 4 90

幼齢老齢動物管理 15 15 2 30

犬学 15 1 15

猫学 15 1 15

小動物学 15 15 2 30

人間動物関係学 15 15 2 30

動物生活環境学 15 15 2 30

ペット関連産業概論 30 2 30

専門教養計 164 181 23 207 213 28 165 195 22 1125

動物医療コミュニケーション 30 2 30

適正飼養指導論 30 30 4 60

老齢動物臨床検査学 15 15 2 30

老齢動物管理演習 36 36 4 72

専門演習計 0 0 0 30 0 2 81 81 10 192

動物臨床看護実習Ⅰ（+後期VAC実習9ｈ） 78 96 5 174

グルーミング実習/飼育管理実習 72 78 5 150

グルーミング実習 65 78 4 143

ドッグトレーニング実習 42 39 2 81

動物臨床看護実習Ⅱ 72 81 5 153

動物臨床看護実習Ⅲ 72 72 4 144

動物看護総合実習 180 6 180

専門実習計 192 213 12 137 159 9 72 252 10 1025

専門合計（Ａ） 356 394 35 374 372 39 318 528 42 2342

コミュニケーション 14 14 1 13 14 1 15 15 2 85

自己理解+総合実習事前学習 28 14 2 42

就職ガイド 15 1 21 1 36

ビジネストレーニング/パソコン 26 26 3 52

総合学習解説 15 15 2 30

基礎学習 15 15 2 30

ﾋﾞｼﾞﾈｽ教養合計（Ｂ） 57 43 5 39 55 5 51 30 5 275

413 437 413 427 369 558
2617

850 840 927

合計単位数 131

47

（
1
単
位
＝
1
5

時
間
換
算

）

ビ
ジ
ネ
ス
教
養

総合計（Ａ＋Ｂ）
40 44

（
1
単
位
＝

1
5
時
間
換

算

）

専
門
演
習

（
1
単
位
＝
3
0
～

4
5
時
間
換
算

）

専
門
実
習

（
1
単
位
＝
1
5
時
間
換
算

）

専
門
教
養

単位数
１年(2022年） ２年（2023年） ３年（2024年）

教育課程および授業時間数

文化・教養専門課程 動物看護科 昼間 動物看護コース

分野 授業科目名

動物看護

時間数
（科目別）



令和5年4月以降入学者

前期 後期 前期 後期 前期 後期
時間 時間 単位 時間 時間 単位 時間 時間 単位

生命倫理・動物福祉 15 15 2 30

動物形態機能学 29 16 3 30 15 3 15 15 2 120

動物繁殖学 15 15 2 30

動物行動学 15 15 2 30

動物栄養学 15 15 2 15 15 2 60

産業動物学 15 15 2 30

実験動物学 15 1 15

野生動物学 15 1 15

動物医療関連法規 15 15 2 30

動物看護学概論 15 1 15

看護実践学 15 1 15

動物病理学 15 15 2 30

動物薬理学 15 15 2 15 15 2 60

動物感染症学 15 15 2 15 15 2 15 15 2 90

公衆衛生学 15 15 2 15 15 2 60

動物内科看護学 15 15 2 30

動物臨床検査学 30 30 4 60

動物入院管理 15 15 2 30

救急救命対応 15 15

外科動物看護学 15 15

動物臨床看護学総論 14 16 2 30

動物臨床看護学各論 15 15 2 30

動物疾病看護学 30 30 4 60

幼齢老齢動物管理 15 15 2 30

犬学 15 1 15

猫学 15 1 15

小動物学 15 15 2 30

人間動物関係学 15 15 2 30

動物生活環境学 15 15 2 30

ペット関連産業概論 30 2 30

専門教養計 163 182 23 195 180 25 165 195 22 1080

動物医療コミュニケーション 30 2 30

適正飼養指導論 30 30 4 60

老齢動物臨床検査学 15 15 2 30

老齢動物管理演習 36 36 4 72

専門演習計 0 0 0 30 0 2 81 81 10 192

動物臨床看護実習Ⅰ（+後期VAC実習9ｈ） 78 93 5 171

グルーミング実習/飼育管理実習 78 90 5 168

グルーミング実習 90 90 6 180

ドッグトレーニング実習 39 39 2 78

動物臨床看護実習Ⅱ（+後期VAC実習3ｈ） 72 75 4 147

動物臨床看護実習Ⅲ 72 72 4 144

動物看護総合実習 180 6 180

専門実習計 195 222 12 162 165 10 72 252 10 1068

専門合計（Ａ） 358 404 35 387 345 37 318 528 42 2340

コミュニケーション 14 14 1 15 15 2 15 15 2 88

自己理解+総合実習事前学習 27 14 2 15 1 56

就職ガイド 15 1 21 1 36

ビジネストレーニング 30 2 30

パソコン 30 2 30

総合学習解説 15 15 2 30

基礎学習 14 14 1 28

ﾋﾞｼﾞﾈｽ教養合計（Ｂ） 55 42 4 45 75 8 51 30 5 298

413 446 432 420 369 558

（
1
単
位
＝
1
5
時

間
換
算

）

ビ
ジ
ネ
ス
教
養

2638
859 852 927

合計単位数 131

総合計（Ａ＋Ｂ）
39 45 47

（
1
単
位
＝
3
0
～

4
5
時
間
換
算

）

専
門
実
習

（
1
単
位
＝
1
5
時
間
換
算

）

専
門
教
養

単位数
１年(2023年） ２年（2024年） ３年（2025年）

教育課程および授業時間数

（
1
単
位
＝

1
5
時
間
換

算

）

専
門
演
習

文化・教養専門課程 動物看護科 昼間 動物看護コース

分野 授業科目名

動物看護

時間数
（科目別）



学校整理番号（ 115 ） 

客観的な指標に基づく成績の分布を示す資料 

 

■成績評価方法 

 ・各学年の学期毎（前期・後期）に行う。 

 ・①出席率、②定期試験・小テスト、③平常点（提出物・授業参加意欲など）などに基づいて総合的に行う。 

 ・6段階評価（A～F評価）により行う。 

 

■成績評価基準 

 ・A評価（優）・B評価（良）・C評価（可）・R評価（認定）・Q評価（再認定）・F評価（不認定） 

  -Q評価は F評価で不認定となり再評価を行って認定されたものとする。 

-各評価基準の詳細については、科目のシラバスで表記する。 

 

■成績評価ポイント換算表 

A評価 B評価 C評価 Q評価 F評価 

4 3 2 1 0 

 （R評価は評価ポイントを付与しない） 

 【GPA評価 計算式】 

  全科目合計 評価係数 ÷ 全科目合計 単位数 ＝ 税咳評価係数（評定平均）  

  （小数点第３位を四捨五入する） 

 

■令和 4年度（2022年度） 成績の分布 

 

学科名 動物管理科トリマーコース（昼間部） 学年 1年 学生数 81人 

成績の分布 

成績評価係数 0～1.00 1.01～1.49 1.50～1.99 2.00～2.49 2.50～2.99 3.00～3.49 3.50～4.00 

人数 2人 0人 2人 4人 2人 18人 53人 

平均値 ： 3.40 

下位 1/4に該当する人数 ： 23人 下位 1/4に該当する成績評価係数 ： 3.29以下 

備考  

 

 

学科名 動物管理科トリマーコース（夜間部） 学年 1年 学生数 17人 

成績の分布 

成績評価係数 0～1.00 1.01～1.49 1.50～1.99 2.00～2.49 2.50～2.99 3.00～3.49 3.50～4.00 

人数 1人 0人 2人 1人 3人 2人 8人 

平均値 ： 2.85 

下位 1/4に該当する人数 ： 4人 下位 1/4に該当する成績評価係数 ： 2.00以下 

備考  



学校整理番号（ 115 ） 

 

学科名 動物管理科ドッグトレーナーコース 学年 1年 学生数 39人 

成績の分布 

成績評価係数 0～1.00 1.01～1.49 1.50～1.99 2.00～2.49 2.50～2.99 3.00～3.49 3.50～4.00 

人数 0人 0人 0人 0人 6人 12人 21人 

平均値 ： 3.38 

下位 1/4に該当する人数 ： 9人 下位 1/4に該当する成績評価係数 ： 3.00以下 

備考  

 

 

学科名 動物管理科動物飼育コース 学年 1年 学生数 53人 

成績の分布 

成績評価係数 0～1.00 1.01～1.49 1.50～1.99 2.00～2.49 2.50～2.99 3.00～3.49 3.50～4.00 

人数 4人 0人 0人 1人 7人 7人 34人 

平均値 ： 3.19 

下位 1/4に該当する人数 ： 15人 下位 1/4に該当する成績評価係数 ： 3.10以下 

備考  

 

 

学科名 動物管理科キャットプロコース 学年 1年 学生数 39人 

成績の分布 

成績評価係数 0～1.00 1.01～1.49 1.50～1.99 2.00～2.49 2.50～2.99 3.00～3.49 3.50～4.00 

人数 5人 0人 1人 3人 4人 11人 15人 

平均値 ： 2.91 

下位 1/4に該当する人数 ： 9人 下位 1/4に該当する成績評価係数 ： 2.44以下 

備考  

 

 

学科名 動物管理科ホースプロコース 学年 1年 学生数 16人 

成績の分布 

成績評価係数 0～1.00 1.01～1.49 1.50～1.99 2.00～2.49 2.50～2.99 3.00～3.49 3.50～4.00 

人数 3人 0人 0人 2人 0人 5人 6人 

平均値 ： 2.70 

下位 1/4に該当する人数 ： 4人 下位 1/4に該当する成績評価係数 ： 2.11以下 

備考  

 

 

 



学校整理番号（ 115 ） 

 

学科名 植物管理科フラワーデザインコース 学年 1年 学生数 7人 

成績の分布 

成績評価係数 0～1.00 1.01～1.49 1.50～1.99 2.00～2.49 2.50～2.99 3.00～3.49 3.50～4.00 

人数 1人 0人 0人 1人 0人 3人 2人 

平均値 ： 2.84 

下位 1/4に該当する人数 ： 2人 下位 1/4に該当する成績評価係数 ： 2.14以下 

備考  

 

 

学科名 動物看護科動物看護コース 学年 1年 学生数 74人 

成績の分布 

成績評価係数 0～1.00 1.01～1.49 1.50～1.99 2.00～2.49 2.50～2.99 3.00～3.49 3.50～4.00 

人数 6人 0人 0人 1人 6人 9人 52人 

平均値 ： 3.32 

下位 1/4に該当する人数 ： 19人 下位 1/4に該当する成績評価係数 ： 3.25以下 

備考  

 

 

学科名 動物看護科動物看護コース 学年 2年 学生数 72人 

成績の分布 

成績評価係数 0～1.00 1.01～1.49 1.50～1.99 2.00～2.49 2.50～2.99 3.00～3.49 3.50～4.00 

人数 5人 0人 4人 9人 3人 12人 39人 

平均値 ： 3.14 

下位 1/4に該当する人数 ： 18人 下位 1/4に該当する成績評価係数 ： 1.61以下 

備考  

 

進級・卒業の要件 

 

① 該当年度の履修単位を修得すること。 

②  ・昼間部 2年制 

     1年次 800時間以上、卒業時に計 1,700時間以上の出席をしていること。 

   ・昼間部 3年制 

1年次・2年次各 800時間以上、卒業時に計 2,400時間以上の出席をしていること。 

・夜間部 2年制 

1年次 450時間以上、卒業時に計 900時間以上の出席をしていること。 

 



６－４.主要検定合格率（2022年度）

資格名 級 受験対象 2020年度 2021年度 2022年度

1級 希望者 100% 50% 83%

2級 N1・D1・A1・その他希望者 87% 74% 61%

A級 B級取得者 100% - -

B級 C級取得者 100% - -

全国キャットクラブ認定キャットマイスターベーシック C1 100% 97% 100%

全国キャットクラブ認定キャットマイスターアドバンス C2 - 93% 100%

1級 T2・E2 98% 96% 84%

2級 C2 98% 85% 85%

3級 N2 94% 94% 97%

動物看護師統一認定試験 N3 100% 100% 81%

JKCトリマーライセンス C級 T2 96% 92% 95%

PEIAブロンズクラスライセンス T2・E2・C2 100% 100% 100%

PEIAシルバークラスライセンス T2 100% 99% 99%

AIKスモールペットアドバイザー A2 63% - -

P.S.G小動物飼養販売管理士 A2 - 91% 86%

D.I.N.G.O Proスタッフクラス D1 96% 100% 87%

優良家庭犬普及協会
マナーハンドラーテスト

D2 77% 87% 87%

ペットフード販売士 D2・A2 88% 77% 78%

JIFDフローラルデザイナー協会 F2 83% 50% 89%

FDAフラワーカラー検定 F1 86% 100% 100%

全国乗馬クラブ振興協会
乗馬技能認定審査

H1・H2 94% 100% 100%

・N2 動物看護コース2年生

・T2 トリマーコース2年生

・D2 ドッグトレーナーコース2年生

・A2 動物飼育コース2年生

・C2 キャットプロコース1年生

・H2 ホースプロコース2年生

・F2 フラワーデザインコース2年生

・E2 夜間部トリマーコース2年生・E1 夜間部トリマーコース1年生

公益社団法人日本愛玩動物協会
愛玩動物飼養管理士

ICCグルーマーライセンス

・N1 動物看護コース1年生

・N3 動物看護コース3年生

・T1 トリマーコース1年生

・D1 ドッグトレーナーコース1年生

・A1 動物飼育コース1年生

・C1 キャットプロコース1年生

・H1 ホースプロコース1年生

・F1 フラワーデザインコース1年生

全国動物専門学校協会認定　サロントリマー検定



６－５.卒業後の進路

1.卒業後の進路状況

関連分野 分野外 県内 県外

2020年度 191 185 176 167 9 127 49 0 0 0

2021年度 194 185 180 176 4 151 29 0 0 0

2022年度 249 240 233 223 10 169 64 1 0 0

　

2.分野別内訳

3.主な就職先（2019～2022年度/順不同）

留学 その他

92.1%

92.8%

2020年度 構成比 2021年度 構成比

卒業年度 卒業者数

就職状況 進学等

就職希望 内定数 卒業生就職率
分野 勤務地

進学

2022年度

93.6%

テーマパーク

フラワー関連

訓練所

構成比

関
連
分
野

42 23.9% 32 17.8% 59 25.3%

37

3.9%ブリーダー 4 2.3% 8 4.4% 9

29.2%

4 2.3% 4 2.2%

4.7%

合　　計 176 100.0% 180 100.0% 233 100.0%

分野外 9 5.1% 4 2.2% 11

有限会社ハッピーベル ソプラ銀座株式会社

株式会社ペピカ 株式会社フローエンス 公益財団法人アイメイト協会

イオンペット株式会社 株式会社ＡＨＢ 株式会社西武ペットケア

株式会社コジマ 株式会社Ａペット 株式会社ジョーカー

牧場

その他動物

公益財団法人ハーモニィセンター 有限会社社台コーポレーション ノーザンファーム

東京建物リゾート株式会社 株式会社日比谷花壇 株式会社花門フラワーゲート

市原・山口動物病院 海浜動物医療センター 千葉seaside動物医療センター

株式会社マザー牧場 那須興業株式会社 鴨川シーワールド

株式会社フロントベル 小谷流の里 ドギーズアイランド 遠藤警察犬・家庭犬訓練所

ダクタリ動物病院 苅谷動物病院グループ かつまペットクリニック

株式会社東葛ペット

1 0.6% 1

しつけ教室 3 1.7% 5 2.8% 5 2.1%

ショップ

サロン

動物病院

21.0% 26 14.4% 40 17.2%

0.6% 0

46 26.1% 78 43.3% 68

1

0.6% 3 1.3%

0.0% 4 1.7%

21 11.9% 12 6.7% 18 7.7%

5 2.1%

5.6%

ホテル業 2 1.1% 0 0.0% 3 1.3%

6 3.4% 10 8 3.4%



６－６．教育課程編成委員会 

 

１．教育課程編成委員会の委員名簿（20２２年度） 

 

動物看護科 教育課程編成委員 

№ 構

成 

氏名 所属 任期 

１ ① 高橋 岩雄 公益社団法人千葉県獣医師会 常務理事 ２年 

２ ③ 高橋 浩之 そが動物病院 院長 ２年 

３ ③ 周藤 行則 浦安中央動物病院 院長 ２年 

４  西村 壽 専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 校長 ２年 

５  青柳 紘枝 専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 動物看護チームリーダー ２年 

 

動物管理科 教育課程編成委員 

№ 構

成 

氏名 所属 任期 

１ ③ 松原 賢 マツハラプロジェクト 代表 ２年 

２ ① 内田 友賀 一般社団法人マナーニ 代表理事            ２年 

３ ③ 祖一 俊介 株式会社AHB  ２年 

４ ③ 小林 正希 株式会社 COREZON 代表取締役社長 ２年 

５ ③ 郷原 弘己 MerryGo 有限会社千葉ライディングパーク 会長 ２年 

６  細田 信幸 専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 講師 ２年 

７  千葉 山 専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 事業本部長 ２年 

８  鈴木 一弘 専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園  事業副本部長 ２年 

９  梶田 玉喜 専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 学務室長        ２年 

 

植物管理科 教育課程編成委員 

№ 構

成 

氏名 所属 任期 

１ ③ 田中 信夫 株式会社はこねフローリスト 代表取締役社長 ２年 

２ ③ 安部 喜方 株式会社花門フラワーゲート 専務取締役 ２年 

３ ③ 鈴木 正人 有限会社大黒屋園芸 取締役                ２年 

４ ① 松島 義幸 一般社団法人日本フローラルマーケティング協会 専務理事 ２年 

５  新山 和子 専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 事業副本部長 ２年 

６  津島 幸織 専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園フラワーデザインチームリーダー ２年 

 

① 業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体・職能団体・地方公共団体の役職員 

② 専攻分野に関する学会や学術機関等の有識者 

③ 実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員 



2022年度 専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 

第 1回 動物看護科 教育課程編成委員会議事録 

 

日時 2022年 9月 15日（水）13:30-15:30 場所 
千葉キャンパス 

1号館 702教室 

進行 

/記録 

西村・青柳 

/加藤 

出席者 

高橋 岩雄 氏（公益社団法人千葉県獣医師会 常務理事） 

高橋 浩之 氏（そが動物病院 院長） 

西村 壽（専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 校長） 

千葉 山（専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 事業本部長） 

鈴木 一弘（専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 事業副本部長） 

新山 和子（専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 事業副本部長） 

青柳 紘枝（専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 動物看護チームリーダー） 

加藤 麻衣子（専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 動物看護チーム） 

欠席者 周藤 行則 氏（浦安中央動物病院 院長） 

審議・報告事

項 

１．委員長挨拶 

２．組織確認 

３．現行カリキュラム及びライセンス 

４.2023年度カリキュラムについてのご意見 

⒌その他 

議事録・

経過要領 

１．委員長挨拶 

・西村校長より、今回より動物看護科教育課程編成委員長への就任挨拶を行った。 

 

２．組織確認 

・教育課程編成委員の任期が 2023年 3月で終了 

 

３．現行カリキュラム・認定行事及びライセンス 

青栁よりカリキュラムおよびライセンスの詳細を説明した 

・8月に千葉県の愛玩動物看護師養成校に認定 2022年度入学生（現 1年生）より国試カリキュラム 

導入 

・１年次新規科目『ペット関連産業概論』 授業担当：動物病院より講師派遣 

・国試カリキュラム導入によって対策授業の時間の確保が難しくなった為、 

今年度より愛玩動物飼養管理士２級受験は任意とした 

・ペット栄養管理士は３年生選択専攻にて栄養専攻を選択している学生全員が受検予定 

 理学療法専攻を選択している学生に関しては任意受験 

※ペット栄養管理士受験には外部講習を受講しなくてはならないが、２年次までのコアカリキュラムを 

履修していれば外部講習免除となる（３年次に外部講習無しで受験が可能） 

・今年度 3年生より愛玩動物看護師国家試験を受験予定 

・認定行事は宿泊研修を日帰り研修に変更して実施、業界見学は千葉県獣医師会年次大会に参加予定 

「高橋（岩）氏」 今まで愛玩動物飼養管理士は強制受験だったが１年生は任意にしていたのは何故か？  



「青柳」 統一試験が不合格だった場合の保険として全員受験をしていた。また、愛玩動物飼養管理士 

合格により動物取扱責任者が取得可能なので受験させていたが、愛玩動物看護師であれば 

動物取扱責任者にもなることが可能なため任意に変更した 

「西村」 両方取得したければ両方取得しても良い 

「高橋（浩）氏」 実習に画像の保定、エコーの保定、処方食など授業に取り入れてほしい 

「西村」 画像検査の保定は実習に取り入れている 

「青柳」 実際に検査機器を使わない日でも保定の練習は設けている 

療法食に関しても授業内で触れてはいるが、学生の記憶に残すことができてないかもしれない 

 「高橋（岩）氏」 今年度の千葉県獣医師年次大会はコロナの情況によるが対面で行うかもしれない 

 

４.2023年度カリキュラムについてのご意見 

新山より動物看護総合実習について詳細を説明した 

・愛玩動物看護師の国家資格のカリキュラムの中に動物看護総合実習１８０時間が必須となる 

  ※インターシップや就活を見据えた実習ではなく学びとして１～３年次に行う 

・獣医師会の指定病院での実習が今後動物看護総合実習に変わる 

・実習先の病院は県への申請を行い、認可が下りなければ実習ができない 

（現在は獣医師会の指定病院にお声掛けをし、登録させていただいている） 

・添付資料の実習スケジュールは 2023年度入学生より実施 

・実習時期について 

「新山」 講師会議では１～３年生時期をずらさず夏休みに行うのはどうかとの意見が出た 

      夏休み実習ができなかった学生は春休みに行い、最終的には３年生の夏休みに１８０時間の 

足りない分を補い夏には受験資格を取得、秋には試験対策に時間を費やせられると提案が 

でたが、各学年で夏休みに 14日間ずつ実習に行かせることへの意見を頂戴したい 

「高橋（浩）氏」「西村」 同じ学年が同じ病院きた方が病院側としても受け入れやすい 

また、何回かに分けてくるよりも 年に 1回 2週間来てくれる方が良い 

もしくは 1 ヶ月まるまる実習して 180時間でもよい 

 「青柳」 学年によって履修している内容が違うのでなるべく学年は分けたい 

「西村」 学年別に病院を決めたほうがいい（この病院は１年担当） 

「高橋（浩）氏」 病院規模に適したスタッフ配置しているので実習指導に１人入ると病院としては大変 

「西村」 実習の内容によっては断られることもあるため実習の提出物をシンプルにした方が病院側も 

受け入れやすい 

「新山」 次年度の夏には 80名×3クラス（約２４０名）が実習にいく事になるので指定病院を 

増やさないといけない 夏に 240名が病院実習に行くことは可能か？ 

「高橋（岩）氏」 夏に必要な時間数の実習に行けなかった学生用に冬の時間も取っておいた方が良い 

 

・指定病院について 

「新山」 現状、千葉県内 50の動物病院とコジマ全店が認定されているが、地域によっては 

学生数がいるのに指定病院が足りていない状況 

「高橋（浩）氏」 指定病院の受け入れも１～2名が多い、地域によって偏りが出てくるので 

指定病院の幅をかなり広げないと難しいのでは？  



 「高橋（岩）氏」 県に登録する必要があるので指定病院を徐々に増やしていく必要がある 

 「新山」 実習 3 ヶ月前までには県の承認が必要 県への追加申請は時間を要するのでまとめて行う 

 「高橋（岩）氏」 申請のハードルは高いか？ 

 「西村」 病院の規模やシステム、内容、器材についてのハードルは無いのか？ 

 「青柳」 特に無いが病院施設申請の際にチェックリストを記入していただく事と一回の実習受け入れ 

人数を記入して頂く 

 「新山」 実習の報告書とデーターを残す必要があるため記録が必要 

足りない場合国試受けることができなくなる恐れがある 

 「西村」 指定病院の認定は誰が決めるのか？ 

 「高橋（岩）氏」 獣医師会が適性の病院か見極めて判断し紹介している 

 「新山」 指定病院に伝える内容がまだ未確定なので、実習の詳細を学園内で決めていく 

また追加で申請書をいただいた病院の申請を今後行っていく 

 「高橋（浩）氏」 他の専門学校もあるので、指定病院の確保は早めにしなければならない 

 「千葉」「新山」 都内や北海道では実習を受け入れてもらうために学校側がお金を支払わなければ 

ならないという話もある 

専門学校が多い地域や病院が少ない地域は実習先の受け入れが厳しい傾向がある 

 「西村」 国としてどう考えているのか？ 

地域によっては病院数が少ない所もあるため現実的に難しいのでは 

 「鈴木」 千葉の認定校から協力依頼は来ているか？ 

 「高橋（岩）氏」 他校からは実習病院ついて獣医師会に話が来ている学校と来ていない学校がある 

 「新山」 指定病院を増やす為には獣医師会の先生方のご理解が不可欠である 

 「千葉」 学校で学んでいる事を企業側に伝えて紐づけていく事が大切だと思う 

 「高橋（浩）氏」 病院の実習内容によって差を感じてしまう事がある 

「西村」 掃除ばかりもあるが、先輩たちの仕事をよく見なさいと指導している 

「高橋（浩）氏」 院長によって国試にこだわりがない人は指定病院に興味がない人がいる 

 

・愛玩動物看護師養成校および愛玩動物看護師国家資格について 

「西村」 認定校はどれくらいあるか。 

「青柳」 現在、全国で養成校 23校 東京に１校、 千葉に 2校、大学 12校（同大学学部違い含む） 

※環境省 HP参照 

「高橋（岩）氏」 もっと養成校があったはず 

「新山」 既卒者としての認定校と通常ルートの認定校がある 

他県についてはまだ認定されていない学校もあるかもしれない 

「西村」 病院によっては国試の認知度が低い 

     指定病院を増やす為に今後看護師と名乗れないなど院長達に危機感を持たせることも必要 

「鈴木」 採用されている現看護師に対して国家資格取得はどう考えているか？ 

「高橋（浩）氏」 国家資格を持つことで仕事の範囲は広がり病院は利益になる 

         国家資格取得によって個人が働いていくのに有能な資格なので、とれるのであれば 

とった方がいいと推奨している 

「鈴木」 先々に考えると採用に兼ね合いがでてくるのか？また国試を持っていなくても働けるのか？ 



「高橋（浩）氏」 待遇は変わって来ると思うが、働くことは可能 

現状、国家資格として国家資格としてプラスαでできることが明確になっていない為 

プラスαがなくても病院はまわせるが将来的には仕事内容が変わってくる 

「西村」 給料に差はでてくるので給料の問題であえて国試を持っていない看護師を雇う可能性も 

ありえるので現役看護師は国試を受けない人も多くいるのでは？ 

     将来的には人間の准看護師のようなものが今後できるかもしれない 

「青柳」 人の病院では看護師の配置が法律で決まっているが、動物病院に規定はない 

「高橋（浩）氏」 ここ１５年くらい個人病院は代診を入れることが少なくなってきている  

企業病院や専門病院も増え、獣医師が整合性を求める傾向がある為、獣医師が 

来ない個人病院だと看護師にやってもらうことが増える 

そのような病院では国家資格を持つ看護師は重宝されるのではないか 

 「西村」 以前は国試持っていないと働けない傾向があったが、今は緩和されている 

 「新山」 動物看護師の仕事内容は決められているが各病院によってことなるかも 

 「青柳」 今は法が成立して施行が精いっぱいだが法改正などでまた環境が変わるかもしれない 

 「千葉」 まずは国が国家資格合格率をあげて実績を残すことが第一となる 

 

5その他 

・授業改善アンケート：全体的に昨年度より授業満足度は高い 

 「高橋（浩）氏」 以前、授業満足度が低い学年がいたが、その後はどうだったか。 

「青柳」 昨年度卒業生が低かったが、卒業時には満足度が高いように見られた 

「西村」 クラスによる学力や雰囲気の違いが満足度に影響を与えているように感じる 

 

・入学前教育：新たな取り組みとして今年度実施した入学前課題（学生答案）を回覧 

「青柳」 意欲的に取り組んでくれた 次年度も続ける予定 

委員一同、課題の上手さに驚いていた 

 

・適性試験：60％以上で合格 2023年度生で現在 2名及第点だが、1名は再面談後 

入学合格許可証発行済み 

「高橋（浩）氏」 以前適性試験難しくやった方がよいのではとの意見が出たが、 
入学前課題を見ているとレベルがあがっている気がする 

入学生の男女比はどうなっているか？ 

 「青柳」 2022年度入学生は 4名 まだまだ女性の比率が大きい 

 「西村」 まだ看護師＝女性のイメージが大きいのではないか 

  

・病院での SDGsの影響について 

「高橋（岩）氏」 獣医師会ではデーター保存とし、ペーパレス化が進んでいる 

 「西村」「高橋（浩）氏」 何かが大きく変わることはあまりない、強いて言えばゴミの分別など 

仕事の効率を考えてレントゲンのデジタル化や電子カルテなどはあるが 

ＳＤＧｓかどうかはわからない 

 

・今後の課題 



 「西村」 獣医師会との強いパイプを作る必要がある（西村Ｔ） 

「新山」 次年度以降も授業にご協力いただける先生を随時募集しております 

「青栁」 長柄 DHに来ていただける獣医師がいらっしゃると有難いです 

西村 Tより次回の会議日の確認を以って閉会 

 

2022年度 専門学校ちば愛犬動物フラワー学園  

第 1回 動物管理科 教育課程編成委員会議事録 

 

日

時 
2022年 9月 16日(金)10：00～12：00 

場

所 

千葉キャンパス 

1号館 702教室 

進行 

/記録 

鈴木 

/梶田 

出

席

者 

松原 賢   氏（マツハラプロジェクト 代表） 

祖一 俊介  氏（株式会社AHB） 

小林 正希  氏（COREZON 代表取締役社長） 

郷原 弘己  氏（MerryGo有限会社千葉ライディングパーク 会長） 

細田 信幸  氏（専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 講師） 

千葉 山    （専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 事業本部長） 

鈴木 一弘   （専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 事業副本部長） 

新山 和子   （専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 事業副本部長 オブザーバー） 

梶田 玉喜   （専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 学務室長） 

欠

席

者 

内田 友賀  氏（一般社団法人マナーニ 代表理事 ） 

議

題 

１．委員長挨拶 

２．組織確認 

３．現行カリキュラム及びライセンス 

４．2023年度カリキュラムについてのご意見 

５．その他 

議

事

録 

・ 

経

過

要

領 

○定刻、進行役が開会を宣し上記の通り定足数に足る委員の出席があったので、本委員会は適法に成立した旨

を述べ、直ちに議案の審議に入った。 

 

○議題１．委員長挨拶 

・専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 講師 細田信幸より開会の宣言 

 

○議題２．組織確認 

・委員会会員の紹介 

 

○議題３．現行カリキュラム及びライセンス 

・専門学校ちば愛犬動物フラワー学園事業本部長・千葉より 

・2022年度の学生状況（募集・在学の情報等） 

・各コースで教育カリキュラムの充実を目的とした重点方針の説明(企業・地域・外部連携を展開した) 

・ライセンス内容の説明 

 

〇議題 4．カリキュラムについての意見交換 

・専門学校ちば愛犬動物フラワー学園事業本部長・千葉より各委員からの意見をいただく 

 

・各委員からの意見 

「小林氏」 

・ドッグプレイニング授業の拡充は、専門講師からの授業を実施、SNS対策として動物を被写体として動画や写

真の撮影から編集技術を取り入れた。 



・細田講師と連携し、デジタルとトレーニング実演等の授業を展開していきたい。今後を見据えて夏休みを利用し

た特別授業としてまずは取り組んでいく。 

 

「祖一氏」 

・生体販売や保険事業はペットショップの柱となっているため、損害保険資格は任意ではなく必須取得とする 

べき 

・前回確認した、愛玩動物飼養管理士 2級の資格は、愛犬飼育やサロントリマーで賄えていれば任意でも 

問題なし 

・ドッグトレーナーコースは人気のコースだが、卒業後の就職先は、ほぼペットショップに限られており、トレーナー

としての活躍の場所が限定されている。 

 

「松原氏」 

・保護譲渡でも保険が必要になるので、全てのコースで損害保健の資格を取得してはどうか 

 

「細田氏」 

・トリマーコースの[犬学]が 2科目 1年で重複しており内容が似通っているなら内容を見直して欲しい。 

 [しつけ行動学]は座学だが実習の方が、効果が高い。座学のみだと身につく範囲が限られているので、 

前期は座学で後期は実習で行うなどの工夫が必要。 

・社会で求められる人材は何かを考えて、実習を厚くして即戦力を育てるために座学で学んでも実演をさせるべき 

・各シラバスを確認すると記載されている内容が薄いので、きちんと授業内容を計画して進めることが必要 

・ドッグトレーニングコースの[愛玩動物飼養管理論]の授業時間数はバランスを検討していただきたい。 

・ドッグトレーニングコースの学生は自信があまりなく、自分の可能性の視野が狭くなっている。自信を持たせる 

ためには、明確な将来目標を持たせる、目指す資格を指導する指導を行い、卒業後の色々な就職先でも活躍 

できる人材を育成するべき 

 

「内田氏」 

・ 

 

○議題 5．その他 

・専門学校ちば愛犬動物フラワー学園事業副本部長・鈴木より 

・授業改善アンケート結果の報告 

・3年制について可能性の意見交換 

専門学校ちば愛犬動物フラワー学園事業本部長・千葉より説明 

2年で学べなかった、経営やマーケティングや SNSや実習などを 3年制にすることで幅広く習熟度を高める。 

また、授業サポートを体験させ下級生に教える指導力も教えていく 

 

・各委員からの意見 

「祖一氏」 

・3年制を導入している学校はあるが、明確な方向性がないところも多く、あるところでは、職員サポートとして 

卒業生の囲い込みを行い人員の確保を行っている 

・企業は新卒の教育に労力を費やしているなかで、3 年生は企業研修として就職先企業に赴き経験を積みつつ、

足りない部分を学校に通い勉強することで、即戦力として魅力のある人材を育成できるのではないか。企業研修

先として赴く先には、仮内定を担保されることで、学生の安心感と取り組み姿勢に緊張感を持たせる。 

 協力してもらえる企業は少なくないと思います。 

 

「郷原氏」 

・社会に適用する人材が必要なので、しっかりとした教育を受けている卒業生を育成して欲しい 

 

「細田氏」 

・3年目になると、質の高い教育を行える教員の確保が必要となる 

・授業サポートとして指導力を付けさせるのは良いが、学生時代は下級生を指導していた上位者としての経験は 

あるが、社会に出ると指導される立場になり、立場の違いから戸惑いがないようにしないといけない 

・2 年からのプラス 1 年という考えではなく、入学時から 3 年かけてじっくり教育して社会に出す人材を育成する



姿勢を持って計画して行うべき 

 

「松原氏」 

・資格取得は、2年では取得できないものを、3年かけて取得することに差別化がるなら、目指すべきだが、 

特になければ効果は低いのではないか 

・2年生からプラス 1年をするなら、企業者育成コースや SNSの学習など特色のある講習で専門性を持たせる 

ことで、卒業生も学び直しで受講できると良いのではないか 

 

「小林氏」 

・今までの実感として、2年間では、時間が足りなく、まだまだ教えたいことがある 

・3年生では、社会に出た後を見据えて経験を多くさせる。実際にイベント運営の経験を行わせて、自信をつけさ 

たい。実地体験を多くさせる事で大きく成長できる。 

 

・入学前教育 

 時間の関係で、次回の議案とします。 

  内容は、出願から合格して入学までの数か月間、入学予定者に対して課題や入学後の授業について楽しく学

べる機会を設けたらどうか。看護コースでは基礎学力の向上、他のコースでは動画視聴で生体や技術の学習

などを実施。実際に高校の先生からも賛同を得ているケースも多く検討をしたい。 

 

 ・次回 第 2回開催は 2023年 3月 9日（木）を予定とする。 

以上 

 

2022年度 専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園  

第 1回 動物管理科 教育課程編成委員会議事録 

     (木) 

日

時 
2022年 9月 15日(木)10：00～12：00 

場

所 

千葉キャンパス 

1号館 702教室 

進行 

記録 

新山 

荒井 

出

席

者 

安部 喜方 氏（株式会社花門フラワーゲート） 
田中 信夫 氏（株式会社はこねフローリスト） 
松島 義幸 氏（一般社団法人日本フローラルマーケティング協会） 
鈴木 正人  氏（有限会社大黒屋園芸） 
千葉 山    （専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 事業本部長） 
新山 和子   （専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 事業副本部長） 
鈴木 一弘   （専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 事業副本部長） 

津島 幸織   （専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 フラワーデザインコース リーダー） 

欠

席

者 

なし 

議

題 

１．委員長挨拶 

２．組織確認 

３．現行カリキュラム及びライセンス  

４．2023年度カリキュラムについての意見交換 

５．その他 

議

事

録 

・ 

経

過

要

○定刻、進行役が開会を宣し上記の通り定足数に足る委員の出席があったので、本委員会は適法に成立した旨

を述べ、直ちに議案の審議に入った。 

 

○議題１．委員長挨拶  

・専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園事業副本部長 新山より開会の宣言 

・専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園事業本部長 千葉より挨拶 

・専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園事業副本部長 鈴木（一）より挨拶 

 



領 ○議題２．組織確認 

・専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園事業副本部長 新山より報告。 

 

○議題３．現行カリキュラム及びライセンス 

・専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園津島より後期から新しく導入した演習、カリキュラムとライセンスの説明。 

・専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園事業副本部長新山より認定行事について説明。 

・専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園津島よりスライドを使用して前期授業の報告。 

【意見】 

安部：昔に比べると授業内容が多種多様になっている。2 年間で習得するものが幅広くなった。学生に自分のスマ

ホ内にフォルダを作らせ各自で作品等を保存しておくと良い。就活の際にも役立つ。 

田中：愛犬の特徴は他校では体験できない。ガーデンは特に自ら育てて授業で使うというところが良い。和の需要

は活けこみの仕事も含めてまだまだあるのでもっと取り入れると良いのでないか。 

新山：いけばなの授業は今後取り入れるべきか。 

田中：基本をしっかり教えているので良いのでないか。 

鈴木：カリキュラムが多彩に増えている。ショップは一般の方もいるのか。学生の接客の評価はお客様からされて

いるのか。 

津島：評価は特にされていない。先生の指導は入っている。 

鈴木（正）：コミュニケーションが取れるかどうかで仕事も変わってくるので 2年生になったら評価をちゃんと取るべ

きでないか。（お客様アンケートの実施）フィードバックが必要。 

新山：接客が苦手な学生もいるので意識して指導していかなければならない。どのように指導するか。 

安部：ある商業施設では覆面調査員が入って細かく採点される仕組みがある。授業で完璧にできる必要はないが

ビジネストレーニングなどで基本を学んでいけば良いのでは。 

 

○議題４．2023年度カリキュラムについての意見交換 

津島：今後は時代に合った授業（知識面）を導入していきたい。SNS マーケティング導入についてどう進めていけ

ば良いか。 

新山：Google アカウントを付与し、Google を活用したタブレット授業を検討している。数年後には全学生が使え

るようにしたい。 

鈴木（正）：メタバースを活用してコミュニケーションツールにしては。そこからビジネスが広がっていくこともある。

世界中の花屋と繋がることができるツールになっている。在校生や高校生を繋ぐこともできる。少人数なら取り

入れやすい。他校でやっていないことを持ってくれば差別化ができる。これからの世代は一歩先を行く者が勝つ

時代。 

千葉：コミュニケーションツールという入り方が良い。カリキュラムはそのままで少しずつ導入できたら。 

新山：収益を上げるには技術以外にプラスアルファが必要になってくるのでは。 

松島：学生なのでまずは技術を身につけることが最優先。PCよりスマホを多用している。 

鈴木（一）：メタバースのメリットは場所を選ばないこと。どう活用していくか。 

安部：コロナで募集の仕方も変わってきている。立教大学の水泳部は学生がブログを書いて生の声を届けてい

て、それが良い効果になっているのでは。入学希望者はそういうところを見たいのではないか。これだけ多種多

様な授業を展開しているのでそこに生徒の生の声が見られればこんな良いツールはない。 

松島：卒業生や在校生を結ぶ何かをやってみては。卒業しても切れない SNSでの繋がりがあったら良いのでは。 

新山：過去に卒業生の集まる会をやってみたが仕事もありなかなか難しかった。 

津島：就活を意識し始めるころに卒業生を授業に呼んで話を聞かせる機会を作りたい。 

田中：仕事ではペーパーレス化が進んでいる。PC 等が使えないと社会に出て困るので、授業内で取り入れられる

と幅が広がるのではないか。フューネラルに就職希望の学生は多いのか？現場ではグリーンを使用した祭壇作

りなどが増えているので取り入れてみては。タイアップや実践授業は心に響くのでもっと取り入れてみてもいい

のでは。 

津島：フューネラルを希望する学生は増えている。企業からの求人も多いため、実習授業を導入した。タイアップと

しては宝塚のパーティーの装飾と終了後の撤収を行うインターンシップに携わることができた。 

田中：イベント関係は戻ってきている。参加できる機会が増えれば視野が広がる。 

安部：3 社が国葬の花を担当する。葬儀の流れも変わってくる。仏花の組み方は学ぶのか。座学でも。日本橋三越

の屋上がきれいになっている。ミニ盆栽を授業に取り入れるのはどうか。SDGｓを 2 年座学で取り入れてみて

は。花が終わったら捨てるのでなく再生を考える。 

松島：コロナ禍で変わったのは観葉植物が増えたこと。花の価格も上がっている。個人として身につけてもらいた



いのは花の日持ちや観葉植物の扱い方など。 

津島：今年は 2年生のフラワービジネス講座で拝聴させていただきました。 

安部：SDGｓ問題は環境も含めてビジネスに大きく関係している。 

鈴木（一）：植物業界と SDGｓについて。これから変わっていくことがあるのか。 

松島：花卉業界では正直とても遅れている。FSI（Floriculture Sustainability Initiative ※国連が設立し

た花き産業の持続可能性実現のための活動）の加盟もまだ日本は入っていないが時間の問題ではある。最近

はヨーロッパがフローラルフォームを使わなくなってきている。 

安部：現場の世界からするとロビーの壁面などは生花から造花に変わっている。授業で教える必要があるのでは。 

松島：生花を使わないのは残念。 

新山：花の生産者は減っているのか。 

松島：コロナの影響で生産者は減っている。１２万件→6万件ほど。 

 

〇議題５．その他 

・授業改善アンケート結果 

新山より学園生活アンケートの結果について説明した。 

・時代にあった知識や授業についての意見交換 

・入学前教育 

＜フラワーの入学前教育について＞ 

安部、松島：花業界でアルバイトをやってもらうのが良いのでは 

鈴木（正）：装飾やアレンジメントを学校でやるのはどうか。まずは楽しませることが必要。 

松島：入学前に授業の写真や動画などを配信してみては。多くて月 2回。短くて良い。 

田中：ガーデン見学をするのはどうか。花が咲いている時期ではないが。 

千葉：入学前に写真や動画を配信することはとても良い案。 

安部：中村学園グループのつながりを持たせてみては。 

 

最後に専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園事業本部長 千葉よりお礼と挨拶 

・次回 2023年度の第 2回開催は 2023年 3月 8（水）を予定とする。 

以上 

 

2022年度 専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園  
第２回 動物看護科 教育課程編成委員会議事録 

 

日

時 
2023年 3月 8日（水）13:30-15:30 

場

所 

千葉キャンパス 
1号館 702教室 

進行 
/記録 

西村・青柳 
/加藤 

出

席

者 

高橋 岩雄 氏（公益社団法人千葉県獣医師会 常務理事） 

周藤 行則 氏（浦安中央動物病院 院長） 

高橋 浩之 氏（そが動物病院 院長） 

西村 壽（専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 校長） 

千葉 山（専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 事業本部長） 

鈴木 一弘（専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 事業副本部長） 

青柳 紘枝（専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 動物看護チームリーダー） 

加藤 麻衣子（専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 動物看護チーム） 

欠

席

者 

なし 

審

議

・

報

告

１．委員長挨拶 
２．組織確認 
３．2021年度報告 
４．2022年度運営について 
５．カリキュラムについての意見交換 



事

項 

６．その他 

議
事
録
・
経
過
要
領 

○定刻、進行役が開会を宣し上記の通り定足数に足る委員の出席があったので、本委員会は適法に成立した旨

を述べ、直ちに議案の審議に入った。 

 

○議題１．委員長挨拶  

・西村校長より挨拶 
 

○議題２．組織確認 

・西村校長より委員会会員の紹介 
・高橋（浩）氏が今年度で終了 後任は千葉市獣医師会内で６月以降に決まる予定 
 

○議題３．2022年度報告 

・専門学校ちば愛犬動物フラワー学園事業本部長・千葉より 2022年度の学生状況（募集・在学・中退の情報等） 

学園生活アンケートの結果（授業満足度のコースごとの傾向等）ライセンス結果（各資格の合格率等）重点方針

の総括について説明した。 

高橋（浩）氏：動物飼育の課題として尿石が多いのはなぜか？ 

西村：血統的にもよるが一概には考えにくい実習で尿検査時に学生から結晶があるとよく報告される 

西村・青柳：結石になるまではならないが結晶が多い実習から症状をみつけられやすい 

（症状がみられない）処方食で治療しているが今後も課題 

 

○議題３．2022年度報告 

・専門学校ちば愛犬動物フラワー学園事業本部長・千葉及び動物看護チームリーダー青柳より 2022年度の 

学生状況（募集・在学・中退の情報等）学園生活アンケートの結果（授業満足度のコースごとの傾向等） 

ライセンス結果（各資格の合格率等）重点方針の総括について説明した。 

 

 

 

 

○議題４．2022年度運営について 

・専門学校ちば愛犬動物フラワー学園事業本部長・千葉及び動物看護チームリーダー青柳より2021年度の運営

について重点方針、組織、学生状況、年間予定、教育課程表、ライセンス、行事、入学案内ツールについて説明

した。 

 

〇議題５．カリキュラムについての意見交換  

・動物看護総合実習について 
＞ポートフォリオに関して 
青柳：事前学習という教科を 1年次に設定し、実習への準備や動物看護師になるモチベーションを高める 

内容を行っている（中退防止の意味も含める）。 
    授業内で事前ポートフォリオを作成、実習中は実習中のポートフォリオを作成する 
西村：タブレットでの授業のため、学生と学校間のポートフォリオのやり取りがデータになっている。 

今後ポートフォリオを動物病院に提出する方法を考えなければならない。 
高橋（浩）氏：実習の前にポートフォリオを渡したほうが病院側本人のモチベーションがわかり、 

いいのではないか。 
 
＞動物看護総合実習の機関について 
・各病院からの評価などが書かれて資料を閲覧 
青柳：病院側へAIKから指導方法に関しては具体的には決めていない。 
西村：実習病院もどこからどこまで教えたらいいか明確になっていた方が分かりやすいのではないか。 
青柳：今年度は 1年生が１２月と春休みに総合実習を行っている。 

次年度は１・２年が春売休みと夏休み期間中に実習に参加する予定。 
高橋（浩）氏：１病院で夏と春で違う子が来るのか？ 
青柳：夏と春で同じ学生が実習に伺う。 



高橋（浩）氏：病院側も同じ学生の方が教育しやすい。受け入れる側が受け入れやすいように連携できるといい。 
西村：いろんな病院を体験できるといい。いろんなやり方を実際に病院にて経験して欲しい。 
    １年ごとに続けるといいのではないか。模索する２，３年になるのではないか。 
高橋（岩）氏：他の大学も総合実習がスタートするので早めに始めたほうが良い。 
        今年度の帝京平成大が 36名くらい 
高橋（浩）氏：夏休みでいうと、６月下旬に声かけもらい、7月上旬に日程等を学生と計画を立てると良い。 
 
・タブレット授業導入について 
青柳：タブレット授業のメリットは資料の共有は効率がよくなったこと、ペーパーレス化、課題の管理のしやすさ 
    などがあった。デメリットはWi-Fi環境の設備が十分ではない、機器のトラブル、貼付ファイルのトラブル 
    などがあった。また、タブレットの充電に関しての学生のモラル指導も課題である。 
    今後は電気書籍の導入も視野にいれている 
千葉：学園のプロジェクトの一環として３年生にタブレットを貸与し授業運営を行っていた。 
    現在、1年生にも貸与を行っている。 
高橋（浩）氏：タブレットについて、新入生にどういうものを買うのか伝えられるか。 
         また、自分で購入するとゲームなどで容量が重くなる傾向が出てくるのではないか。 
青柳：必要なスペックは事前に伝えており、希望者は学校でも購入可能である。 
    容量に関しては、バックアップ、クラウドを各自で行ってもらう。 
高橋（岩）氏：お金がない子やスペックの違いなどでばらつきがでたりはしないのか。 
高橋（浩）氏：学校でまとめて購入したほうが、ばらつきがないのではないか。 
        タブレット買わずにスマホで行う学生も来るのではないか。 
高橋（岩）氏：タブレット授業も必要だと思う。 
        まとめて購入がいいのではと思う。最低限のスペックがあれば対応できるのではないか。 
西村：タブレット使用は学生の方がスマートにこなすことができる 
    統一したほうが同じ操作を教えることで難しくないか。学校で一括購入など安く購入出来たりしないのか。 
青柳：統一にしてしまうと機器のサポートのための知識が職員に必要になるのでサポート体制を整えるのが難し 

い。それぞれ購入させれば個々で使いやすさがあるのではないか。 
西村：今後、いろいろな試みを取り入れて、モデルケースを作って考えていけば良いのではないか。 
 
 
 
・国試対策について 
青柳：3年次の総合学習解説で国試対策授業を学生同士で作成し、作成した資料を基にタブレットを使って 

友人同士で意見交換を行った。 
     学生によって資料の作成に差があったが、優秀のグループの発表後相乗効果で資料の質が上がった 

国試終了後のアンケートでも友人同士のアウトプットの時間がとても有効的だったとの回答あった。 
課題としては動き出しが１１月中旬と遅かったので次年度は早めに開始させたい 

高橋（岩）氏：国試アンケートの回答にあるユーチューブが勉強に役立ったというのは学園で配信しているもの 
        であるか。 
西村：学校で配信している物でなく、ユーザーが個々で配信しているものである。 
高橋（浩）氏：うちの病院の看護師たちも閲覧していた。 
高橋（岩）氏：今後帝京平成大学も本格的に参入してくるので、ここで合格率等の数字を残していきたい。 
 
・国試後のアンケート回答を添付資料として配布 
青柳：自己採点の結果や何の勉強が役立ったか統計をとった。 
高橋（岩）氏：自己採点はどのように行っているのか。 
青柳：インターネットで独自に回答を出しているものがあるので、そういったものを見ながら自己採点をしている。 
高橋（浩）氏：自己採点で不合格かもしれないが 7名いる。 
青柳：7名の学生に関しては校内の模試も不合格だったので合格は難しいかもしれない。 

統一試験と国試の模試と比較すると、必須で落ちていることが多い。 
必須問題をクリアすることが非常に難しくなっている。 

 

西村より次回の会議日の確認を以って閉会  

・次回 第 2回開催は 2023年 3月 9日（木）を予定とする。 

 



2022年度 専門学校ちば愛犬動物フラワー学園  

第 2回 動物管理科 教育課程編成委員会議事録 

 

日

時 
2023年 3月 9日(木)10：00～11：30 

場

所 

千葉キャンパス 

1号館 701教室 

進行 

/記録 

鈴木 

/梶田 

出

席

者 

松原 賢   氏（マツハラプロジェクト マネージャー） 

祖一 俊介  氏（株式会社AHB） 

小林 正希  氏（株式会社COREZON 代表） 

細田 信幸  氏（専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 講師） 

千葉 山    （専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 事業本部長兼副校長） 

新山 和子   （専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 事業副本部長） 

鈴木 一弘   （専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 事業副本部長） 

梶田 玉喜   （専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 学校職員、オブザーバー参加） 

欠

席

者 

内田 友賀  氏（一般社団法人マナーニ 代表理事 ） 

郷原 弘己  氏（MerryGo有限会社千葉ライディングパーク 会長） 

議

題 

１．委員長挨拶 

２．組織確認 

３．2022年度報告 

４．2023年度運営について  

５．カリキュラムについての意見交換 

６．その他 

議

事

録 

・ 

経

過

要

領 

○定刻、進行役が開会を宣し上記の通り定足数に足る委員の出席があったので、本委員会は適法に成立した旨

を述べ、直ちに議案の審議に入った。 

 

○議題１．委員長挨拶  

・専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 講師 細田信幸より開会の宣言 

 

○議題２．組織確認 

・委員会各メンバーの紹介を実施 

 

○議題３．2022年度報告 

・専門学校ちば愛犬動物フラワー学園事業本部長・千葉より 2022年度の学生状況（募集・在学・中退の情報等） 

学園生活アンケートの結果（授業満足度のコースごとの傾向等）ライセンス結果（各資格の合格率等）重点方針の

総括について説明した。 

 

○議題４．2023年度運営について 

・専門学校ちば愛犬動物フラワー学園事業本部長・千葉、事業副本部長・鈴木より 2023年度の運営について 

重点方針、組織、学生状況、年間予定、教育課程表、ライセンス、行事、入学案内ツールについて説明した。 

 

〇議題５．カリキュラムについての意見交換 

「千葉」--これまでの意見交換を踏まえ、以下の内容をピックアップ 

 企業連携、ドッグトレーナーコースカリキュラム、動物映像マーケティング授業他 

 

・各委員からの意見 

「小林氏」-- 

・授業では学生が社会性を持てるような内容を取り入れている。 

・ドッグプレイニングの取り組みで、外部企業と一緒にイベントを開催するということを学生に経験させたい。 

 内容は経験豊富なスタッフサポートの上でマーケティングや動画コンテンツなど様々な新しいことを挑戦する 

 という授業で育成を図っていきたい。 

・動物看護に関して、競合校が出てくるなか、他校との差別化を図るには最新医療や、まだやっていない取り組み



や授業を行う必要がある 

・学校が持っている豊富な施設・動物を医療ケア含め外部企業ではぜひ活用したいという需要があるので、 

 幅広く受け入れを行っていくと視野が広がっていく、きっかけになるのではないか。 

 

「祖一氏」--  

・企業は即戦力を求めている。トレーナーや飼育は幅広い授業を行っているが、それよりエキスパートや 

 店舗を経営するコミュニケーション力や事務処理能力や営業力が必要になるので、授業に取り入れて欲しい。 

 即戦力育成としては、一般のお客様向けに実際に運営している企業の店舗を借りて、学生自身で考えたイベント

企画を実地で体験させていくことが必要と思う 

 

「松原氏」--  

・コミュニケーションを図ること、イベントの開催に携わることは社会に出たときに必要となるので、授業に 

 取り入れて欲しい 

・動物福祉に取り組んでおり、そこで感じたことは福祉活動という単体でみるのでなく、実は動物だけではなく 

 人間や環境も関連しているので、トータル的に考えるワンウェルフェアで活動を行っている。是非、学校としても 

 いきものをしあわせにするを掲げているので、トータル的に関係するもの全体を考える意識を持ってほしい。 

 

「細田氏」--  

・動物をどれだけ美しく見せるかの動物映像技術が必要になっており、動画編集を学ばせることが必要。 

・最上級生を対象に卒業制作として学校全体で各コースの集大成を披露できるイベントを開催してはどうか。 

・座学授業のスタイルが先生の話を聴講し板書を書き写す流れが今まで一般的だったが、新たに取り入れたのが 

 テーマを与え学生がそれぞれで考えて結果を発表させることを始めた。結果は学生からは新たな発表があり 

 刺激を受けた。今後も行い、ゲーム感覚を取り入れつつ自分で考えることを意識させる授業が必要だと思う。 

・犬の頭数、犬種のグループ毎に充実させてほしい。トリミング向けだけではない犬種を増やす事により、 

 幅広い知識を実体験で学ばせたい。 

 → 

  「千葉」 

  学校としても種類を増やしたいが、授業運営をするための犬種自体が不足しており、まずはそこを充足 

させたい。ただ今後は犬種リストを作成し、導入計画を学内組織の PD部会を中心に実施していく。 

 

○議題６．その他 

・コースにより資質としてコミュニケーション能力が低い学生がおり、積極的な対外との折衝を苦手にしている。 

 そのような学生に対してコミュニケーションの関わりを増やそうと取り組んでいるが成長速度が想定ほど 

 効果的に出ていないこともあり、なかなか難しい部分がある。 

 社会に出していく力をつけさせないといけないので引き続き取り組みを行っていく。 

・現在の動物業界の動向に関して、生体数の販売が横ばいとなり、減少傾向になってきた。 

・つくばに、引きこもりな人を犬と触れ合うことで社会復帰させる団体がある。 

 犬は保護犬を担当させて、触れ合うことにより様々な成功体験で自信をつけさせることを行っている。 

  

  

 

 ・次回 2023年度の第 1回開催は 2023年 9月 14日（木）を予定とする。 

以上 

 

2022年度 専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園  

第 2回 動物管理科 教育課程編成委員会議事録 

     (水) 

日

時 
2023年 3月 8日(水)13：30～15：00 

場

所 

千葉キャンパス 

1号館 501教室 

進行 

/記録 

新山 

/津島 



出

席

者 

安部 喜方 氏（株式会社花門フラワーゲート） 
田中 信夫 氏（株式会社はこねフローリスト） 
松島 義幸 氏（一般社団法人日本フローラルマーケティング協会） 
鈴木 正人  氏（有限会社大黒屋園芸） 
新山 和子   （専門学校ちば愛犬動物フラワー学園 事業副本部長） 

鈴木 一弘   （専門学校ちば愛犬動物フラワー学園 事業副本部長） 

津島 幸織   （専門学校ちば愛犬動物フラワー学園 フラワーデザインコース リーダー） 

欠

席

者 

なし 

議

題 

１．委員長挨拶 

２．組織確認 

３．2022年度報告 

４．2023年度運営について  

５．カリキュラムについての意見交換 

６．その他 

議

事

録 

・ 

経

過

要

領 

○定刻、進行役が開会を宣し上記の通り定足数に足る委員の出席があったので、本委員会は適法に成立した旨

を述べ、直ちに議案の審議に入った。 

 

○議題１．委員長挨拶  

・専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園事業副本部長 新山より開会の宣言 

 

○議題２．組織確認 

・専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園事業副本部長 新山より委員会組織再任の確認を行った。 

 

○議題３．2022年度報告 

・専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園 事業副本部長・新山、鈴木より 2022 年度の学生状況（募集・在学・中退

の情報等）学園生活アンケートの結果（授業満足度のコースごとの傾向等）、重点方針の総括について説明し

た。 

 

○議題４．2023年度運営について 

・専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園事業副本部長・新山、フラワーチームリーダー・津島より 2023年度の運営

について重点方針、学生状況、年間予定、教育課程表、ライセンス、行事、入学案内ツールについて説明した。 

 

〇議題５．カリキュラムについての意見交換 

田中：外部コンテストの参加については、学生の意識は変わりましたか？ 

 

津島：花職杯に参加した１年生については、自分が教わっている先生の奮闘する姿を目の当たりにしたことでだい

ぶ意識は変わったと思う。プロでも終わりはなく挑戦し続ける姿を見て刺激を受けていた。 

 

田中：弊社でもコンテストの参加については社員にアナウンスしているが、なかなか積極的に参加する者がいな

い。アナウンスの仕方でまた意識は変わってくると思う。 

 

松島：長柄ガーデンは貴重な財産。小さいスペースで学生たちが設計し、ランドスケープをしてみては。計画性を

持ってやってみると楽しい。イングリッシュガーデンでも良い。 

 

鈴木：千葉は房総に生産者がたくさんいるが、そういった場所で何か授業が出来たらと思っている。 

 

安部：弊社の社員旅行で鴨川に行った時には房総の花たちを見る機会を作っている。生産者の方に授業をさせて

もらうことはとても良い体験になるはず。あとは、専門学校に来る人たちの感覚が変わってきているように感じ

る。花のビジネスも変化があり、アトリエだけではもたない花屋も多い。企業したいと考えている学生を引き出せ

るようなことが出来たら良い。時代は変化し続けている。先日北海道の花屋を訪れたが、とても洗練されていて



おしゃれで素敵だった。花屋の発送が変わってきていると感じる。古い花屋は続かない。 

 

松島：ここ３年程、花屋の消費動向調査をしているが購入層は実は Z 世代が延びている。母数が少ないので数字

は小さいがとても伸びている。 

 

安部：長柄のような環境で学生達に考えさえ、ランドスケープを作れたらとても良い授業になると思う。 

 

 

 

６．その他 

とくになし。 

 

 ・次回 2023年度の第 1回開催は 2023年 9月 13日（水）を予定とする。 

以上 

 

 



６－７．学校関係者評価委員会 

 

学校関係者評価委員会の委員名簿 

 

「学校関係者評価委員会」 

№ 氏名 所属 任期 

１ 安部 喜方 株式会社花門フラワーゲート 専務取締役 ２年 

２ 高橋 岩雄 公益社団法人千葉県獣医師会 常務理事 ２年 

３ 小林 正希 株式会社 COREZON 取締役 副社長 ２年 

４ 倉本 佳郎 株式会社ベイエフエム 東京営業部 ２年 

５ 長谷川 大 株式会社ニッセイアド ２年 

６ 黒川 智洋 株式会社スワット 代表 ２年 

７ 冨田 祥史 卒業生代表 ２年 

８ 船倉 千代子 近隣住民代表 ２年 

 

2022年度 専門学校ちば愛犬動物フラワー学園  

学校関係者評価委員会議事録 

 

日

時 
2023年 3月 8日(水)10：０0～11：30 

場

所 

千葉キャンパス 
1号館 701教室 

進行 
/記録 

小林 
/梶田 

出

席

者 

安部 喜方  氏（株式会社花門フラワーゲート 専務取締役） 
髙橋 岩雄  氏（公益社団法人千葉県獣医師会 顧問） 
小林 正希  氏（株式会社COREZON） 
倉本 佳郎  氏（株式会社ベイエフエム） 
長谷川 大  氏（株式会社ニッセイアド） 
冨田 祥史  氏（卒業生代表） 
船倉 千代子 氏（近隣住民代表） 
千葉 山、新山 和子、鈴木 一弘、梶田 玉喜（学校職員、オブザーバー参加） 

欠

席

者 

黒川 智洋  氏（株式会社スワット） 

議

題 

１、委員長挨拶 
２、学校報告 
３、2022年度自己点検評価及び学校関係者評価 
４、今後の学校運営についての意見交換 

議

事

録

・

経

過

要

領 

○定刻、進行役が開会を宣し上記の通り委員全員の出席があったので、本委員会は適法に 
 成立した旨を述べ、直ちに議案の審議に入った。 
 
○議題１．委員長挨拶 
・委員長代理の小林氏より、挨拶を行った。 
・委員紹介 

 
○議題２．学校報告 
・2022年度運営の振り返り（学生状況、学園生活アンケートの結果、重点方針） 
・2023年度運営について（重点方針、学生状況、組織、年間予定）の報告 
・募集活動について（今年度の募集活動報告、今後の募集活動について） 

 
〇議題３．2022年度学校関係者評価  （資料）：「自己点検・評価表」 



 ・2022年度の自己点検・評価表を元に、学校関係者評価委員による評価を行った。 
（別紙学校関係者評価表参照） 

 
 ・学校関係者評価結果の活用案について 
  「学校関係者評価委員より」 
    ①保護者へ学校理念や教育理念の告知をどのようにしていくのか 
    ②教育活動における授業計画内容を表すコマシラバスの整備が必要となる 
    ③卒業生への支援体制が不十分なところがある。動物病院に勤務している卒業生は同じ業界なので 
     つながりができるところもあるので出来るところからでも行ってはどうか 
    ④教育環境の設備の一部で学生からの満足が低いところが見受けられる 
    ⑤海外交流を図り、広く人材育成を行って欲しい 
 
  「今後の活用案」 

上記①については、来年度に入学予定者を介して連絡ツールを活用して保護者説明会を遠隔地で 
来校できない保護者もいることからオンラインでの開催を予定しております。 

上記②については、精度を上げていくために複数年かけて充実をさせていく 
上記③については、卒業生全体ではなく、横のつながりがある、出来るところから実施を試みる。 
上記④については、実習授業が多いなか、実習ユニフォームへ着替えをする更衣室ロッカーが 
学生数増大にどうしても場所の確保をすることが難しい。その中で有限な施設の活用方法を 
見直して早急に対応していく。 

 
上記⑤については、今の時世では難しいこともあるが、短期留学生受け入れを行っているので、 
そこから広げて行く 

 
○議題４．今後の学校運営についての意見交換 
「長谷川」 
 学校としては動物業界の貢献を目的としているなかで、動物業界への就職状況はどのようになっているか 
  「新山」 
  →学生の就職先は、ほぼ動物業界へ就職を行っており、他業界へは数名程度で理由としてはそれぞれ 
   の個人的な事情によるところとなります。 
「倉本」 
 中退率が下がった要因とは、何か施策を行ったか 
  「鈴木」 
  →入学予定者数が多くなることが早期から把握できたことにより、職員へ対応の啓蒙や方法の準備を 
   進めていた。入学時から 1人 1人の対応方法を共有し複数人で考え行動を起こした結果だと思います。 
   問題が発生した場合は、早期に面談や保護者含め対応を行いました。 
  「千葉」 
  →学校ではコロナ禍で取り入れた「オンライン DAY」があります。当初は外出自粛の観点から 1 日座学の

日については全コースに対し自宅でオンライン受講できる体制をとりました。その運営は今年度も継続し
ています。考え方として週５日ではなく週４日登校の体制が学生にとって所謂「ゆとり」ができ精神的に安
心して学校生活ができている要因と考えることもできます。 

 卒業生の同窓会について、学校側からの情報発信を行っていくほうが良いのではないか 
「安部」 
 ・今時の若者たちは、早めに自分の将来像をもっており、進路に向けて行動をおこしている実情がある。 
 ・大学が取り組んでいるコマシラバスは、教師側から学生へ向けて発信を行い、学生がそれを確認し、 
授業選択をしていく時代になっているので、しっかり進めていく必要があります。 

 ・人材確保や職場環境に関しては、その職場の労働環境や待遇を見る目がシビアになってきており、 
健全な体制を今後はより重要になってくる。 

 ・同窓会の開催は、今いる学生から今後の取り組みとして案内し、付加価値をつけて展開を図っていくと 
良いのではないか 

「冨田」 
 卒業生とのつながりは、動物業界の定職率も高くないこともあり、3年程度でつながりが途絶えてしまう。 
 そのような状況で、卒業生間のみのネットワークでは継続した活動は難しいと思われます。学校主体で 
 情報発信を定期的に実施していれば、関係が継続していくのではないでしょうか。 
「高橋」 



 学生募集が好調なのは良いことだが、動物看護を 4年制で行っている学校もあり、その学校は設備も 
 充実させるなど授業や環境整備に取り組んでいた。学生数が増えただけではなく設備の充実や授業も 
 しっかり行わないと、満足度が低下する要因になってしまうので気を付けて欲しい。 
 それが難しければ、授業運営を行う上での適正人数を決めて募集定員を制限するなどを行ってはどうか。 
「船倉」 
 ・過去の授業では、本日行う内容を学生へ提示したあとに、実習を開始し、終了したらレポート提出を 
  行い、その後、先生がそのレポートを確認し、コメントを返してコミュニケーションを図る事を行っていた 
  こともあるので、参考にして下さい。 
 ・就職に関する指導をしっかり行い、どの就職先に行っても恥ずかしくない人材育成を行って欲しい 
 ・犬のほいくえんの活動内容はどのようなものか 
  「千葉」 
  →ドッグトレーナーコースの学生に実践授業の一環として、近隣の方を対象に犬のしつけや訓練を 

希望する犬を預けてもらい接客から実技までを行うことをしております。また、しつけ状況として 
学校での様子を飼い主様へ提示しています。 

 
 
 ・次回 2023年度の開催は 2024年 3月 11日（月）を予定とする。 
 

以上 

 

 

 



６－８．教職員研修
1.研修方針

2.研修実績

期間 研修名 連携企業・団体 内容 対象 区分*

2022/4/1 新入職員研修 心理カウンセラー　砂山先生 新入職員研修　学生指導 植物管理科教員 指導

常時 オンライン社員研修 Schoo 全職員向けの自己啓発や職員研修 全職員
専門/
指導/
職員

2023/2/24 管理職研修 (株)ビーコンラーニングサービス 管理職研修 評価者研修 管理職職員 職員

2022/9/1 SDGs NTTラーニングシステムズ SDGsの取り組みについて 全職員 職員

2023/2/22 ＬＩＦＯセミナー (株)ビーコンラーニングサービス 全学生対象ビジネス共通科目指導「自己理解」プログラム 動物管理科教員 指導

2023/3/23 職員全体研修 (株)ビーコンラーニングサービス 創造性と生産性を高めるウェルビーイング 全職員 職員

2022/12/4 A.D.I.C.T (有)DORG 愛鳥に関する生活と管理方法 動物管理科教員 専門

2023/2/12 A.D.I.C.T (有)DORG 愛鳥に関するトレーニング方法 動物管理科教員 専門

2022/5/18 フラワーレッスン (株)フラワーバスケット
フラワーアレンジ応用
(昨年度から計12回で今年度は4回)

植物管理科教員 専門

2023/3/7 乗馬指導者更新講習会 千葉地区乗馬倶楽部振興会 馬の調教法、乗馬中の救命救急指導 動物管理科教員 専門

2022/11/22 専門学校留学生担当者研修会 職業教育・キャリア教育財団 留学生に関する研修 職員 職員

＊専門･･･専攻分野に関する知識、技術、技能を修得・向上するため
　指導･･･授業及び生徒に対する指導力等を修得・向上するため
　職員･･･役職別研修や学校事務研修など学校組織で働くため

学園及び学校の業務に必要なスキルを計画的に教職員に習得させ、まごころと思いやりをもった職業人を育成することを目的と
する。現在の業界のニーズに合った専門性と、社会人基礎力を身に付けた人材を育てる場として、専門知識の向上を行う。



６－９．教職員・講師

〇教職員数
2023年度

専任 兼任 専任・兼任計 専任教職員職名別 人数
女 18 50 68 校長 1

男 5 37 42 副校長・事業本部長 1

計 23 87 110 事業副本部長 2

女 5 8 13 事業本部長補佐 0

男 6 5 11 室長 2
計 11 13 24 その他マネージャー 2

34 100 134 リーダー 9
一般職 17

合計 34

〇教職員の組織

教員

職員

合計

男女別

専門学校 ちば愛犬動物フラワー学園

校長・副校長

動物管理科

企画会議

学校関係者評価委員会

職員会議

マネージャー会議

広報室就職室 教務学務室

植物管理科動物看護科

教育課程編成委員会



〇教員の専門性

氏名 専任 兼任 担当科目・資格・経歴・所属等

1 西村 壽 〇 外科動物看護実習
2 津島 幸織 〇 就職
3 中嶋 洋行 〇 就職
4 荒井 千鶴 〇 就職
5 奥野 亜実 〇 就職
6 金澤 のりえ 〇 就職
7 青栁 紘枝 〇 動物医療コミュニケーション
8 加藤 麻衣子 〇 動物臨床看護実習
9 渡邉 愛海 〇 動物臨床看護実習
10 奥村 衣里 〇 動物臨床看護実習
11 佐藤 湧矢 〇 基礎看護学
12 木村 光太 〇 グルーミング実習
13 福島 詩菜 〇 ドッグトレーニング
14 高橋 夏樹 〇 ドッグトレーニング
15 行元 菜々 〇 ドッグトレーニング
16 青木 春菜 〇 動物管理実習
17 山田 悠暉 〇 小動物ゼミ
18 相馬 雅代 〇 キャットグルーミング
19 山口 遥香 〇 キャットグルーミング
20 千葉 千尋 〇 騎乗トレーニング
21 篠原 好樹 〇 動物管理実習
22 今井 恵美 〇  グルーミング実習
23 近江 茉穂 〇  グルーミング実習
24 小山 佳容子 〇 動物病理学
25 平田 繭子 〇 動物看護学
26 加納 奈奈 〇 動物看護学概論
27 中村 琴音 〇 看護実践学
28 迎 一彦 〇 動物臨床看護実習
29 森本 正樹 〇 動物臨床看護実習
30 千脇 マユミ 〇 PEIAシルバー実習
31 勝田 彩水 〇 グルーミング実習
32 伊賀 汐梨 〇 グルーミング実習
33 山田 梨織 〇 グルーミング実習
34 蓮井 洋子 〇 PEIAシルバー実習
35 佐藤 公一 〇 グルーミング実習
36 川島 千夏 〇 PEIAシルバー実習
37 杉浦 一希 〇 訓練実習
38 平方 亜美 〇 動物管理実習
39 黒田 結女 〇 動物管理実習
40 清水 健 〇 水生生物ゼミ
41 小林 亜沙美 〇 動物管理実習
42 中村 野穫 〇 グルーミング実習
43 中島 花楓 〇 動物管理実習
44 熊谷 凌太朗 〇 キャットグルーミング
45 郷原 恵子 〇 騎乗理論
46 鈴木 千尋 〇 指導者理論
47 琴寄 昌子 〇 産業動物学
48 大野 耕平 〇 動物疾病看護学
49 太田 紘平 〇 公衆衛生学
50 村田 佳輝 〇 動物臨床看護実習
51 清水谷 正道 〇 動物臨床看護実習
52 櫻井 峰香 〇 動物形態機能学
53 先崎 仁思 〇 動物医療関連法規
54 中根 崇 〇 動物感染症学
55 周藤 行則 〇 動物臨床看護実習
56 一ノ瀬 雄史 〇 小動物学
57 永井 貴志 〇 ペット関連産業概論



〇教員の専門性

氏名 専任 兼任 担当科目・資格・経歴・所属等

58 遠藤 征明 〇 動物臨床看護実習
59 増田 唯花 〇 動物臨床看護実習
60 蟻川 晃司 〇 動物臨床看護実習
61 須郷 貴行 〇 動物看護実習
62 茂野 沙也香 〇 グルーミング実習
63 木村 光延 〇 グルーミング実習
64 粟盛 真理 〇 PDマネジメント
65 湯浅 翔平 〇 グルーミング実習
66 西村 沙樹 〇 グルーミング実習
67 塩田 沙羅 〇 グルーミング実習
68 油木 真砂子 〇 エクスペリエンス行動学
69 南條 夏世 〇 ドッグトレーニング
70 小林 正希 〇 ドッグプレーニング
71 千田 純子 〇 イヌの健康管理学
72 外山 亜季 〇 ドッグトレーニング
73 田辺 暢哉 〇 動物管理実習
74 宗近 功 〇 野生動物学
75 横川 勝章 〇 水生生物学
76 濱保 衣都子 〇 キャットショー研究
77 野口 健 〇 馬の獣医学
78 MARIE COYLE 〇 ホースイングリッシュ
79 青野 菜名 〇 HORSE TAPING
80 岡 有美 〇 HORSE TAPING
81 小澤 淳一 〇 HORSE TAPING
82 橋立 和子 〇 ハーブ＆ローズ
83 菊池 大 〇 ＪＩＦＤ実習
84 小松 弥生 〇 ＪＩＦＤ実習
85 南木 智子 〇 ＪＩＦＤ実習
86 野田 誠 〇 ＪＩＦＤ実習
87 橋口 学 〇 植物造形理論
88 長久保 長子 〇 アーティフィシャルフラワー
89 杉浦 幸雄 〇 フラワーショップビジネス
90 茂呂 康代 〇 いけ花
91 沖渕 育子 〇 いけ花
92 平塚 弘子 〇 いけ花
93 鈴木 博幸 〇 フラワー商品知識
94 清水 由紀子 〇 ブライダルフラワー学
95 菊地 律子 〇 花色彩学
96 有薗 直美 〇 フラワー装飾技能士対策
97 細田 信幸 〇 ドッグブリーディング
98 松本 繁美 〇 ビジネストレーニング
99 中島 雅子 〇 パソコン
100 滝口 準一 〇 愛玩動物飼養管理論
101 祖一 俊介 〇 ペット業界論
102 村上 幸子 〇 愛玩動物飼養管理論
103 勝俣 和悦 〇 ペット業界論
104 生天目 裕一 〇 ＰＳＧ小動物飼養販売管理士
105 浜田 岩雄 〇 ＰＳＧ小動物飼養販売管理士
106 冨澤 彩 〇 犬学
107 桑原 のぞ美 〇 ビジネストレーニング
108 古沢 真紀 〇 ビジネストレーニング
109 濱田 咲織 〇 ビジネストレーニング
110 佐野 淳子 〇 ビジネストレーニング


